
最
澄
と
空
海
（
武
內
）

（ 95 ）

　
　
　

は
じ
め
に

延
曆
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
七
月
、
時
を
同
じ
く
し
て
唐
に
わ
た
り
、

歸
朝
の
の
ち
、
新
し
い
佛
敎
を
提
示
し
て
天
台
宗
と
眞
言
宗
を
創
始
し

た
ふ
た
つ
の
巨
星
、最
澄
と
空
海
。
最
澄
は
天
平
神
護
二
年
（
七
六
六
）、

空
海
は
寶
龜
五
年
（
七
七
四
）
生
ま
れ
で
、
二
人
に
は
八
歲
の
ひ
ら
き

が
あ
っ
た
。

二
人
が
取
り
交
わ
し
た
書
狀
は
、
最
澄
か
ら
空
海
に
あ
て
た
二
十
四

通
、
空
海
か
ら
最
澄
に
あ
て
た
六
通
の
合
計
三
十
通
が
現
存
す
る
。
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
、二
人
の
交
友
は
、大
同
四
年
（
八
〇
九
）
に
は
じ
ま
り
、

弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
に
お
わ
っ
た
。
し
か
も
、
最
初
は
手
に
手
を
と

ら
ん
ば
か
り
に
意
氣
投
合
し
、
き
わ
め
て

密
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

（
一
）
空
海
の
『
理
趣
釋
經
』
借
請
拒
絶
、（
二
）
泰
範
の
歸
山
拒
否
、

な
ど
が
出
來
し
た
あ
と
、
二
人
は
袂
を
別
つ
に
い
た
っ
た
、
と
み
な
さ

れ
て
き
た
。
最
近
で
は
、
二
人
が
訣
別
し
た
根
本
要
因
は
、
密
敎
觀
お

よ
び
密
敎
受
法
に
對
す
る
見
解
の
相
違
に
よ
る
、
と
い
っ
た
說
が
有
力

視
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
と
は
い
え
、
二
人
が
袂
を
別
つ
に
い
た
っ
た
大
き

な
要
因
の
一
つ
が
、『
理
趣
釋
經
』
の
借
請
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
た

こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
、
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
日
は
「
最
澄
と
空
海―

出
逢
い
と
訣
別
」
と
題
し
て
、

二
人
の
出
逢
い
と
訣
別
の
時
期
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
に
光
を
あ
て
て
み

た
い
。

　
　
　

最
澄
と
空
海―

そ
の
出
逢
い
と
訣
別―

武　

內　

孝　

善
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一
、
最
澄
・
空
海
の
交
友
曲
線

大
同
四
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
二
人
の
交
友
は
、
弘
仁
七
年
ま
で
は
續

い
て
い
た
、
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
二
人
が
取
り
交
わ
し
た

手
紙
は
殘
る
け
れ
ど
も
、そ
こ
に
心
が
通
い
合
っ
て
い
た
か
と
い
え
ば
、

私
は
「
否
」
と
い
い
た
い
。
こ
こ
で
、
私
の
考
え
る
「
最
澄
・
空
海
の

交
友
曲
線
」
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
同
四
年
（
八
〇
九
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

二
年
（
八
一
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

三
年
（
八
一
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

四
年
（
八
一
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

五
年
（
八
一
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

六
年
（
八
一
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

七
年
（
八
一
六
）

こ
の
交
友
曲
線
で
は
、
手
紙
が
の
こ
る
大
同
四
年
か
ら
弘
仁
七
年

ま
で
を
橫
軸
と
し
た
。
二
人
の
交
わ
り
は
、
は
じ
め

密
の
度
合
い

を
急
速
に
高
め
て
い
き
、
そ
れ
が
最
高
潮
に
逹
し
た
の
が
弘
仁
三
年

十
一
・
十
二
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
高
雄
山
寺
に
お
け
る
灌
頂
で
あ
っ

た
。
だ
が
、
十
二
月
十
四
日
の
胎
藏
灌
頂
の
直
後
、
二
人
の
あ
い
だ
に

微
妙
な
心
の
ズ
レ
、
お
互
い
が
「
ど
う
も
違
う
ぞ
」
と
い
っ
た
わ
だ
か

ま
り
・
不
信
感
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
弘
仁
四
年
の
前
半
は
、
こ
の

微
妙
な
關
係
も
何
と
か
保
た
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
十
一
月
末
の
『
理

趣
釋
經
』
借
請
を
め
ぐ
る
問
題
で
、
二
人
の
不
信
感
は
一
氣
に
修
復
不

可
能
な
ま
で
に
大
き
な
溝
と
な
っ
て
い
っ
た
。
弘
仁
五
年
以
降
は
、
ま

っ
た
く
事
務
的
な
手
紙
が
殘
る
だ
け
で
あ
り
、こ
の
時
代
の
二
人
に
は
、

心
の
通
い
合
い
は
も
は
や
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ
た
。

以
下
、
二
人
が
取
り
交
わ
し
た
手
紙
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
交
友
曲

線
を
跡
づ
け
て
み
た
い
。

　
　
　

二
、
二
人
の
出
逢
い

さ
き
に
、
最
澄
と
空
海
は
、
時
を
同
じ
く
し
て
唐
に
渡
っ
た
と
記
し

た
け
れ
ど
も
、
日
本
を
出
帆
し
た
延
曆
二
十
三
年
七
月
の
時
點
で
の
二

人
に
は
、
年
令
の
差
以
上
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
官
僧

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
で
あ
る
。

最
澄
は
、
十
五
歲
の
寶
龜
十
一
年
（
七
八
〇
）
十
一
月
十
日
、
近
江

國
分
寺
に
て
得
度
し
て
「
最
澄
」
と
名
の
り
、
延
曆
四
年
（
七
八
五
）

四
月
六
日
、東
大
寺
戒
壇
院
で
具
足
戒
を
う
け
て
正
式
の
僧
と
な
っ
た
。

入
唐
し
た
と
き
は
、
修
行
入
位
・
內
供
奉
十
禪
師
で
三
十
九
歲
。
そ
の

資
格
は
還
學
生
、
つ
ま
り
、
行
っ
た
と
き
の
遣
唐
使
船
で
還
っ
て
く
る
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短
期
留
學
生
で
あ
っ
た
。
僧
と
し
て
の
學
修
が
ほ
ぼ
完
成
の
域
に
逹
し

て
い
て
、
そ
の
總
仕
上
げ
の
た
め
の
入
唐
で
あ
り
、
譯
語
僧
・
義
眞
と

從
者
・
丹
福
成
を
と
も
な
っ
て
い
た
。

一
方
、
空
海
は
官
僧
に
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
延

曆
二
十
二
年
（
八
〇
三
）
四
月
七
日
に
出
家
し
、
二
日
後
の
四
月
九
日
、

東
大
寺
戒
壇
院
に
て
具
足
戒
を
う
け
て
、
正
式
の
僧
と
な
っ
た
。
こ
の

出
家
は
、
年
分
度
者
の
そ
れ
で
は
な
く
、
留
學
僧
と
し
て
、
空
海
を
唐

に
派
遣
す
る
船
に
乘
せ
る
た
め
の
臨
時
の
措
置
で
あ
っ
た
。
留
學
僧
と

は
、
つ
ぎ
の
遣
唐
使
船
が
く
る
ま
で
最
低
で
も
二
十
年
閒
、
在
唐
し
て

基
礎
か
ら
學
修
す
る
長
期
の
留
學
生
で
あ
っ
た
。
延
曆
二
十
三
年
、
空

海
は
三
十
一
歲
で
あ
っ
た
。

從
來
、
空
海
が
留
學
僧
に
選
任
さ
れ
た
の
は
、
二
度
目
の
出
帆
が
目

睫
に
せ
ま
っ
た
延
曆
二
十
三
年
三
月
で
あ
っ
た
と
み
な
す
說
が
有
力
視

さ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
關
連
す
る
史
料
を
素
直
に
よ
む
と
、
右
に
記
し

た
よ
う
に
、
前
年
の
四
月
初
旬
に
出
家
と
受
戒
を
す
ま
せ
、
同
二
十
二

年
四
月
十
六
日
に
難
波
津
を
出
帆
し
た
最
初
の
遣
唐
使
船
に
乘
り
こ
ん

で
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
空
海
が
留

學
僧
と
な
っ
た
の
は
、
遣
唐
使
船
が
出
發
す
る
直
前
、
年
分
度
者
が
得

度
し
た
正
月
十
四
日
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
考
え
て
こ
そ
、「
延
曆
二
十
三
年
季
夏
之
月（
＝
六
月
）に
乘
船
し
た
」

と
空
海
み
ず
か
ら
記
す
こ
と
が
、
矛
盾
な
く
說
明
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
澄
と
空
海
、
二
人
が
最
初
に
出
逢
っ
た
の
は
延
曆
二
十
三
年
の

二
度
目
の
出
帆
の
と
き
で
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

第
一
囘
目
の
遣
唐
使
船
は
難
波
津
を
で
て
か
ら
五
日
目
の
四
月
二
十
一

日
、
嵐
に
遇
っ
た
た
め
、
こ
の
年
の
渡
海
は
中
止
と
な
っ
た
。
最
澄
は

大
宰
府
ま
で
た
ど
り
つ
き
、
一
年
閒
、
こ
の
地
で
船
待
ち
を
し
て
い
た
。

空
海
は
二
度
目
の
出
帆
の
直
前
に
官
僧
と
な
り
、
慌
た
だ
し
く
遣
唐
使

船
に
の
り
こ
み
大
宰
府
に
む
か
っ
た
。
乘
船
し
た
の
が
難
波
津
と
愽
多

津
で
あ
り
、乘
り
こ
ん
だ
船
も
第
一
船
に
空
海
、第
二
船
に
最
澄
と
別
々

で
あ
っ
た
た
め
、
入
唐
前
の
二
人
は

單
な
挨
拶
の
こ
と
ば
を
か
わ
し

た
程
度
で
あ
っ
た
、と
み
な
す
の
が
從
來
の
大
方
の
み
か
た
で
あ
っ
た
。

し
か
る
に
、
空
海
は
延
曆
二
十
二
年
四
月
に
出
帆
し
た
第
一
囘
目
の

船
に
乘
り
こ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
四
月
二
十
一
日
、
瀨
戶
內

海
を
航
行
中
に
暴
風
疾
風
に
あ
っ
た
あ
と
、
空
海
は
ど
こ
で
何
を
し
て

い
た
か
。
全
く
手
が
か
り
は
な
い
。
翌
二
十
三
年
に
出
發
し
た
と
き
、

空
海
は
い
つ
、ど
こ
で
遣
唐
使
船
に
乘
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
從
來
は
、

五
月
十
二
日
、
難
波
津
を
進
發
し
た
と
き
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の

五
月
十
二
日
は
、『
御
遺
吿
』
の
「
更
に
發
心
を
作
し
て
、
去
ん
じ
延

曆
二
十
三
年
五
月
十
二
日
を
以
っ
て
入
唐
す
」
に
も
と
づ
く
。
ほ
か
に
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傍
證
が
え
ら
れ
れ
ば
信
じ
て
も
よ
い
が
、
そ
の
よ
う
な
も
の
は
一
切
な

い
。よ
っ
て
、史
料
の
面
か
ら
、こ
の
五
月
十
二
日
說
を
私
は
寀
ら
な
い
。

空
海
み
ず
か
ら
が
記
す
乘
船
の
日
は
、「
延
曆
二
十
三
年
季
夏
の
月
」

で
あ
る
。
正
式
の
歸
國
報
吿
書
で
あ
る
『
御
請
來
目
錄
』
に
「
空
海
去

ん
じ
延
曆
廿
三
年
季
夏
の
月
、
入
唐
の
大
使
藤
原
朝
臣
に
隨
っ
て
、
同

じ
く
第
一
船
に
上
り
て
、
咸
陽
に
發
赴
す
。」
と
記
す
。「
季
夏
の
月
」

は
六
月
を
さ
す
。
こ
の
六
月
と
は
、
乘
船
し
た
日
時
な
の
か
、
そ
れ
と

も
唐
に
む
け
て
發
赴
し
た
日
な
の
か
。
わ
が
國
で
の
最
終
寄
港
地
で
あ

る
肥
前
田
浦
を
進
發
し
た
の
が
七
月
六
日
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
遣
唐
大

使
・
藤
原
葛
野
蔴
呂
の
復
命
書
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

こ
の
六
月
は
乘
船
の
日
で
あ
ろ
う
。

で
は
こ
の
六
月
、
ど
こ
で
船
に
上
っ
た
の
か
。
七
月
六
日
の
肥
前
田

浦
を
基
準
に
し
て
逆
算
す
る
と
、
愽
多
津
で
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ

な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
方
は
難
波
津
で
上
船
し
た
と
み
な
す
け
れ
ど
も
。

根
據
は
二
つ
。
一
つ
は
、
六
月
の
時
點
で
、
ま
だ
難
波
津
に
い
た
と
す

る
と
、
七
月
六
日
ま
で
に
田
浦
に
逹
す
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
も
時
閒
的
に
不
可
能
で
あ
る
こ
と
。
二
つ
目
は
、
遣
唐
大
使
は
節
刀

を
授
與
さ
れ
た
あ
と
、
半
月
ほ
ど
で
難
波
津
を
出
發
す
る
の
が
恆
例
で

あ
っ
た
こ
と
、
で
あ
る
。
前
例
を
踏
襲
し
た
と
す
れ
ば
、
三
月
二
十
八

日
に
節
刀
を
拜
受
し
て
か
ら
二
ヶ
月
あ
ま
り
も
難
波
津
に
留
ま
っ
て
い

た
と
は
考
え
難
い
。
す
る
と
、
船
に
上
っ
た
六
月
と
は
、
愽
多
津
以
外

に
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

延
曆
二
十
三
年
六
月
、
空
海
が
愽
多
津
で
乘
船
し
た
こ
と
が
ま
ち
が

い
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
誰
も
考
え
た
こ
と
の
な
い
空
海
の
姿
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
の
姿
と
は
、
嵐
に
遇
っ
た
あ
と
、
空
海
は
九
州

ま
で
た
ど
り
つ
き
、
一
年
あ
ま
り
大
宰
府
近
邊
で
船
待
ち
を
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
參
考
に
な
る
の
が
、
最
澄
の
事
績
。『
叡
山
大
師
傳
』

に
よ
る
と
、
最
澄
は
延
曆
二
十
二
年
閏
十
月
二
十
三
日
、
大
宰
府
竈
門

山
寺
に
て
、
四
船
の
平
逹
を
い
の
っ
て
檀
像
の
藥
師
佛
四
體
を
造
り
、

ま
た
法
華
・
涅
槃
・
華
嚴
・
金
光
明
等
の
大
乘
經
を
講
說
す
る
こ
と
、

お
の
お
の
數
囘
に
お
よ
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
場
合
、
最
澄
だ
け
が
個
人

的
に
九
州
に
行
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
嵐
に
事
な
き
を
え
た
船
の

單
位
で
九
州
ま
で
行
っ
て
い
た
の
か
は
、詳
ら
か
で
な
い
。
と
は
い
え
、

最
澄
が
大
宰
府
付
近
で
船
待
ち
を
し
て
い
た
こ
と
は
信
じ
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
を
基
準
に
す
る
と
、
空
海
も
同
樣
の
行
動
を
と
っ
た
と

み
な
し
て
も
お
か
し
く
な
い
。
九
州
に
お
け
る
空
海
の
傳
承
に
、
宇
佐

八
幡
神
宮
・
香
春
（
か
わ
ら
）
神
社
へ
の
參
詣
、
竈
門
（
か
ま
ど
）
神
社

で
の
神
變
な
ど
が
語
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
從
來
、
入
唐
歸
朝
後
の

こ
と
と
み
な
さ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
今
一
度
、
入
唐
前
を
視
野
に
入

れ
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
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と
も
あ
れ
、「
季
夏
の
月
」
は
空
海
そ
の
人
の
こ
と
ば
で
あ
り
、
延

曆
二
十
三
年
六
月
、
空
海
は
愽
多
津
に
て
大
使
に
し
た
が
っ
て
第
一
船

に
の
り
こ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
が
首
肯
さ
れ
る
な
ら

ば
、
入
唐
前
の
二
人
は
、
挨
拶
程
度
の
こ
と
ば
し
か
交
わ
し
て
い
な
か

っ
た
と
み
な
す
從
來
の
說
は
、
再
考
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
二
人
に
は
、
挨
拶
以
上
の
こ
と
ば
を
交
わ
す
だ
け
の
時
閒
が
あ
っ

た
、
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

三
、
交
友
の
は
じ
ま
り

名
書
抂
上　

二
人
の
實
質
的
な
交
友
は
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
に

は
じ
ま
る
。『
天
台
霞
標
』
に
は
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
二
月
三
日
、

空
海
が
最
澄
に
差
し
だ
し
た
と
い
う
名
書
を
收
錄
す
る
。
そ
の
全
文
を

あ
げ
て
み
よ
う
。

奉
上
す　
　
　
　

僧
空
海

　

大
同
四
年
二
月
三
日

右
、
天
台
の
傳
燈
の
爲
に
、
比
叡
の
大
禪
師
に
向
い
奉
り
、
謹
ん

で
名
書
を
捧
ぐ
。　

敬
っ
て
白
（
も
う
）
す
。

名
書
と
は
名
簿（
み
ょ
う
ぶ
）と
も
い
い
、「
姓
名
を
し
る
し
た
書
付
で
、

平
安
時
代
、
地
方
豪
族
が
中
央
で
の
官
途
を
得
る
た
め
、
權
門
勢
家
に

名
簿
を
提
出
し
て
主
從
關
係
に
は
い
る
證
と
し
た
」
と
い
わ
れ
る
。
右

の
名
書
に
も
、「
天
台
の
傳
燈
の
爲
に
、
比
叡
の
大
禪
師
に
向
い
奉
り
、

謹
ん
で
名
書
を
捧
ぐ
。」
と
あ
る
の
で
、
最
澄
に
對
し
て
弟
子
の
禮
を

と
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
天
台
宗
で
は
こ
の
よ
う
な
名
書
抂
上
も

あ
り
え
た
と
み
な
す
け
れ
ど
も
、
眞
言
宗
で
は
否
定
的
な
み
か
た
が
主

流
を
し
め
る
。

私
も
、
二
つ
の
點
か
ら
否
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
第
一
は
、

史
料
の
面
か
ら
。『
天
台
霞
標
』
所
收
の
名
書
は
、『
延
曆
寺
護
國
緣
起
』

を
引
用
し
た
も
の
で
、
こ
の
『
護
國
緣
起
』
は
十
三
世
紀
後
半
の
成
立

で
あ
っ
て
、
史
料
的
に
こ
れ
以
上
さ
か
の
ぼ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
こ
の
當
時
の
二
人
の
立
場
を
考
え
る
と
、
最
澄
こ
そ
が
空
海

を
、
空
海
が
持
ち
か
え
っ
た
多
く
の
密
敎
經
典
・
儀
軌
を
必
要
と
し
て

い
た
こ
と
で
あ
る
。
最
澄
は
延
曆
二
十
五
年
（
八
〇
六
）
正
月
、
天
台

宗
に
年
分
度
者
二
人
を
敕
許
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
人
が
密
敎
を
專
攻
す

る
遮
那
業
で
あ
っ
た
。
桓
武
天
皇
か
ら
密
敎
僧
の
養
成
を
許
さ
れ
た
矢

先
に
、
正
統
な
密
敎
を
學
修
し
た
空
海
が
大
量
の
密
敎
典
籍
・
マ
ン
ダ

ラ
な
ど
を
請
來
し
た
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
最
澄
は
一
日
も
は
や
く

空
海
に
逢
い
た
か
っ
た
、
空
海
が
請
來
し
た
經
典
類
を
み
た
か
っ
た
、

書
寫
し
た
か
っ
た
、
と
私
は
考
え
る
。

最
古
の
書
狀　

そ
の
こ
と
を
如
實
に
物
語
る
の
が
、大
同
四
年（
八
〇
九
）
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八
月
二
十
四
日
付
け
の
最
澄
か
ら
空
海
に
あ
て
た
現
存
最
古
の
手
紙

で
あ
る
。「
謹
ん
で
啓
す
。
借
請
法
門
の
事
」
と
書
き
だ
す
こ
の
手
紙

は
、
十
二
部
五
十
五
卷
の
典
籍
名
が
つ
づ
き
、「
右
の
法
門
、
傳
法
の

た
め
の
故
に
蹔
く
山
室
に
借
ら
ん
。
敢
え
て
損
失
せ
ず
。
謹
ん
で
經
珍

佛
子
に
付
し
て
、
以
て
啓
す
。」
で
終
っ
て
お
り
、
ま
る
で
メ
モ
の
よ

う
な

略
な
も
の
で
あ
っ
た
。
註
目
す
べ
き
は
、
手
紙
の
日
付
・
八
月

二
十
四
日
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
日
付
は
空
海
が
京
に
入
っ
た
直

後
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。空
海
に
入
京
の
許
可
が
お
り
た
の
は
、

こ
の
年
の
七
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
太
政
官
符
の
あ
て
先

は
「
和
泉
國
司
」。
こ
れ
を
信
じ
る
な
ら
ば
、
こ
の
と
き
、
空
海
は
和

泉
國
に
い
た
こ
と
に
な
る
。
場
所
に
つ
い
て
は
、
槇
尾
山
寺
說
・
國
分

寺
說
な
ど
あ
る
け
れ
ど
も
、
推
測
の
域
を
で
る
も
の
で
は
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
許
可
の
知
ら
せ
を
う
け
た
空
海
が
實
際
に
京
に
入

っ
た
の
は
、
早
く
て
も
八
月
の
は
じ
め
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
空
海
の

京
で
の
住
ま
い
は
高
雄
山
寺
。
身
邊
の
整
理
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
を

見
計
ら
っ
て
、
最
澄
は
空
海
に
さ
き
の
手
紙
を
屆
け
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
最
澄
の
手
紙
は
一
見
し
て
わ
か
る
よ
う
に
、
き
わ
め
て

略
な
メ
モ
の
よ
う
な
內
容
で
あ
っ
た
。
い
く
ら
な
ん
で
も
、
初
對
面
の

人
に
こ
の
よ
う
な
文
面
の
手
紙
を
出
す
は
ず
は
な
い
の
で
、
二
人
の
あ

い
だ
に
は
、
こ
れ
以
前
に
何
ら
か
の
交
涉
が
あ
り
、
す
で
に
挨
拶
は
す

ま
せ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
が
い
つ
、
い
か
な
る
形
で
あ
っ
た
か

は
、
徵
す
べ
き
史
料
が
な
い
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
入
唐
す
る

ま
え
の
大
宰
府
に
お
け
る
一
年
閒
で
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
の
時
點
で
、

す
で
に
心
を
許
し
あ
え
る
な
か
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

借
覽
の
典
籍　

こ
こ
で
註
目
す
べ
き
は
、
十
二
部
五
十
五
卷
と
い
う

大
量
の
典
籍
を
借
覽
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
典
籍
は
す

べ
て
空
海
の
『
御
請
來
目
錄
』
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

特
に
『
三
藏
表
答
碑
』
は
、空
海
が
『
請
來
錄
』
に
記
す
「
敎
の
優
劣
、

法
の
濫
觴
は
金
剛
薩
埵
五
祕
密
儀
軌
乁
び
大
辯
正
三
藏
の
表
答
等
の
中

に
廣
く
說
く
が
如
し
」
に
誘
發
さ
れ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

最
澄
は
こ
の
時
點
で
、『
御
請
來
目
錄
』を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
現
に
、

最
澄
筆
の
『
御
請
來
目
錄
』
が
東
寺
に
傳
存
す
る
こ
と
か
ら
、
最
澄
が

早
々
に
書
寫
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
長
安
に
お
け
る
空
海

の
求
法
の
全
貌
を
知
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
、
十
二
部
の
な

か
、①
『
大
日
經
略
攝
念
誦
隨
行
法
』
な
ど
の
『
大
日
經
』
關
連
の
四
部
、

②
『
悉
曇
字
記
』
な
ど
悉
曇
關
連
の
三
部
、
③
四
十
卷
『
華
嚴
經
』
な

ど
華
嚴
關
連
の
二
部
が
目
立
つ
。
特
に
①
は
、
こ
の
當
時
の
最
澄
の
關

心
が
『
大
日
經
』
系
統
の
密
敎
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
入
唐
歸
朝
後
の
二
人
の
交
友
が
大
同
四
年
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（
八
〇
九
）
か
ら
は
じ
ま
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
の
手
紙
を
嚆

矢
と
し
て
、
最
澄
は
こ
の
あ
と
、
矢
繼
ぎ
ば
や
に
經
典
の
借
覽
と
灌
頂

の
受
法
を
、
空
海
に
お
願
い
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　

四
、
良
好
な
日
　々

―

第
一
・
二
期―

交
友
の
軌
跡　

大
同
四
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
二
人
の
交
友
は
、
そ
の

後
い
か
な
る
軌
跡
を
た
ど
っ
た
の
か
。

最
澄
か
ら
空
海
に
あ
て
て
だ
さ
れ
た
二
十
四
通
の
手
紙
は
、
五
期
に

大
別
で
き
そ
う
で
あ
る
。
川
崎
庸
之
氏
の
論
考
に
も
と
づ
い
て
編
年
順

に
分
類
す
る
と
、ほ
ぼ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
（
洋
數
字
は
『
傳
敎
大
師
全
集
』

五
所
收
『
傳
敎
大
師
消
息
』
の
通
番
號
で
あ
る
）。

第
一
期
、
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
八
月
か
ら
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）

三
月
…
…
１
７
・
５
・
６
・
４
・
１
・
１
６
・
２
３
・
２
０

第
二
期
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
十
二
月
か
ら
同
二
年
四
月
…
…

７
・
２
２
・
３
・
２
５
・
２
４

第
三
期
、
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
八
月
か
ら
同
四
年
正
月
…
…

９
・
１
９
・
１
５
・
１
１
・
１
２
・
２
・
２
１
・
２
６

第
四
期
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
十
一
月
…
…
１
３

第
五
期
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
以
降
…
…
１
８
・
１
４

以
下
、五
期
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
交
友
の
實
際
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

第
一
期　

半
年
あ
ま
り
に
八
通
の
手
紙
が
殘
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、

二
人
と
も
佛
典
の
借
覽
を
願
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。（
大
同
四
年
）

十
一
月
二
日
付
書
狀
（
６
）
に
は
、
空
海
か
ら
『
摩
訶
止
觀
』
の
借
覽

を
要
請
さ
れ
た
最
澄
は
、
み
ず
か
ら
校
勘
し
朱
點
を
付
し
て
い
る
の
で

終
り
次
第
奉
抂
し
た
い
と
記
し
、追
而
書
に
は
逆
に『
十
一
面
儀
軌
』『
千

手
儀
軌
』
の
借
覽
を
願
っ
て
い
る
。
最
澄
は
（
弘
仁
元
年
）
正
月
十
五

日
（
１
６
）、「
謹
奉
借
請　

十
一
面
儀
軌　

千
手
菩
薩
儀
軌
」
と
書
き

だ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
借
覽
を
正
式
に
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
借
覽

の
理
由
を
「
入
唐
す
る
前
に
造
っ
た
佛
像
は
、
ま
だ
供
養
を
終
え
て
い

な
い
。
來
る
三
月
に
供
養
し
た
い
の
で
」
と
い
い
、
つ
い
て
は
妙
澄
に

「
其
の
儀
軌
の
中
の
義
を
敎
授
」
し
て
ほ
し
い
と
記
し
て
い
る
。
二
月

二
十
七
日
（
２
３
）、
最
澄
は
『
十
一
面
儀
軌
』
中
卷
の
書
寫
を
お
え

た
こ
と
を
記
し
、
あ
わ
せ
て
殘
り
の
上
下
二
卷
と
『
千
手
儀
軌
』
を
參

上
す
る
妙
澄
に
わ
た
し
て
ほ
し
い
と
書
き
、三
月
五
日（
２
０
）に『
十
一

面
儀
軌
』
中
卷
を
返
却
し
た
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
空
海
が
求
め
た
『
摩
訶
止
觀
』
は
、（
弘
仁
元
年
）
九
月
十
一

日
付
の
「
風
信
帖
」
に
「

ね
て
止
觀
の
妙
門
を
惠
ま
れ
、
頂
戴
供
養

す
る
に
、厝
（
お
）
く
攸
（
と
こ
ろ
）
を
知
ら
ず
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

最
澄
か
ら
屆
け
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
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第
二
期　

半
年
餘
り
の
空
白
の
の
ち
、
第
二
期
が
は
じ
ま
る
。
一
番

註
目
さ
れ
る
の
は
、
最
澄
が
し
き
り
に
逢
い
た
い
意
志
を
表
明
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。（
弘
仁
元
年
）
十
二
月
三
日
（
７
）
に
は
「
後
日
の
晩

を
取
り
て
房
下
に
參
謁
せ
ん
」と
い
い
、弘
仁
二
年
二
月
十
四
日（
２
２
）

に
は
、
本
日
、
都
に
向
か
う
豫
定
が
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
⺇
會
に
高

雄
山
寺
に
ま
い
り
、
遍
照
一
尊
の
灌
頂
を
受
法
し
、
七
日
ば
か
り
眞
言

法
門
を
學
習
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
お
願
い
さ
れ
た
が
、
實
現
し

な
か
っ
た
（
二
月
十
五
日
付
書
狀
（
３
））。（
弘
仁
二
年
）
四
月
十
三
日
付

書
狀
（
２
４
）
に
は
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
が
三
つ
あ
る
。
第
一
は
、「
宿

因
微
薄
に
し
て
、
未
だ
密
會
に
預
か
ら
ず
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
と
き
、

ま
だ
二
人
は
對
面
の
⺇
會
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二

は
、「
去
年
期
す
る
と
こ
ろ
の
悉
地
の
月
は
來
月
に
當
た
れ
り
」
と
あ

っ
て
、
前
年
に
、
二
人
が
祕
密
法
門
の
傳
授
を
約
束
し
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
約
束
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
殘
念
な
が
ら
わ

か
ら
な
い
。
こ
の
約
束
も
果
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
第
三
は
、

こ
の
日
「
天
台
文
句
幷
湛
然
文
句
記
二
部
」
は
證
本
と
し
て
、「
貞
元

目
錄
」
は
一
切
經
を
寫
す
と
き
の
資
料
と
し
て
借
覽
を
要
請
し
、
翌

十
四
日
に
「
天
台
文
句
二
部
十
七
卷
、
湛
然
文
句
記
十
卷
、
貞
元
目
錄

上
帙
十
卷
」
の
合
計
三
十
七
卷
が
貸
與
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

な
お
、
傳
授
が
約
束
さ
れ
た
「
昨
年
」
と
は
弘
仁
元
年
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。
二
人
が
手
に
手
を
取
ら
ん
ば
か
り
に
意
氣
投
合
し
、
極
め
て

友
好
的
な
樣
子
が
よ
み
と
れ
る
の
が
、「
風
信
雲
書
、
天
よ
り
翔
臨
す
」

と
書
き
だ
す
「
風
信
帖
」
で
あ
る
。
特
に
、最
澄
か
ら
惠
贈
さ
れ
た
『
摩

訶
止
觀
』
に
感
謝
・
雀
躍
す
る
と
と
も
に
、
叡
山
へ
の
登
山
を
勸
め
ら

れ
た
が
、
い
ま
は
修
法
に
專
念
し
て
い
て
叶
わ
な
い
こ
と
を
詫
び
、
逆

に
、
最
澄
と
室
生
の
修
圓
と
三
人
で
一
處
に
會
し
て
、「
佛
法
の
大
事

因
緣
を
商
量
し
、
共
に
法
幢
を
建
て
て
、
佛
の
恩
德
に
報
い
」
た
い
の

で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
院
ま
で
お
越
し
頂
き
た
い
と
、
最
澄
の
來
駕
を
促
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
意
氣
投
合
し
て
い
た
と
き
の
一
齣
と
し
て
、
傳

授
の
約
束
が
取
り
交
わ
さ
れ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
。

　
　
　

五
、
高
雄
の
灌
頂
と
心
の
乖
離　

―

第
三
期―

傳
法
の
承
諾　

第
二
期
か
ら
一
年
四
ヶ
月
あ
ま
り
、
空
海
に
あ
て
た

最
澄
の
手
紙
は
み
あ
た
ら
な
い
。
こ
の
閒
の
最
澄
は
、
病
に
よ
る
遺
書

の
作
成
、
泰
範
の
離
山
な
ど
多
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
至
り
、

最
澄
が
懇
願
し
て
い
た
空
海
か
ら
の
灌
頂
受
法
が
や
っ
と
叶
い
、
二
人

に
と
っ
て
、
心
が
も
っ
と
も
高
揚
し
た
時
期
で
あ
っ
た
反
面
、
受
法
の

あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
氣
ま
ず
い
想
い
が
漂
い
は
じ
め
る
時
期
で
も
あ
っ

た
。ま

ず
、
特
筆
す
べ
き
は
、
祕
密
法
門
の
傳
法
承
諾
に
深
謝
す
る
と
と
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も
に
、
天
台
宗
の
年
分
度
者
の
一
部
門
・
遮
那
業
の
僧
を
養
成
す
る
こ

と
に
助
力
を
要
請
し
た
弘
仁
三
年
八
月
十
九
日
の
書
狀
（
９
）
で
あ
る
。

祕
密
法
門
の
傳
法
承
諾
は
、「
辱
く
も
金
札
を
枉
げ
ら
れ
、
傳
法
の
旨

を
吿
ぐ
。
歡
ば
し
い
か
な
、
先
期
を
忘
れ
ず
」
と
た
っ
た
の
一
行
だ
け

で
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
何
を
授
け
る
の
か
な
ど
、
そ
の
具
體
的
な
こ
と

は
何
も
わ
か
ら
な
い
。
あ
と
の
大
部
分
は
、
も
っ
ぱ
ら
天
台
宗
の
年
分

度
者
に
つ
い
て
で
あ
る
。
傳
法
の
約
諾
が
よ
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た
の
か
、

日
ご
ろ
の
考
え
、
つ
ま
り
空
海
か
ら
の
受
法
は
年
分
度
者
の
ひ
と
り
遮

那
業
の
僧
を
養
成
す
る
た
め
で
あ
る
こ
と
を
素
直
に
書
い
て
い
る
。
な

か
で
も
註
目
す
べ
き
は
、「
法
華
一
乘
と
眞
言
一
乘
と
に
差
異
は
な
い

同
じ
だ
」
と
み
ず
か
ら
の
密
敎
觀
を
吿
白
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
密
敎
觀
は
終
生
か
わ
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の
約
諾
が
實
現
し

た
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、
十
一
月
か
ら
の
高
雄
で
の
灌

頂
に
繫
が
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
祕
密
法
門
の
傳
法
は
面
授
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
空
海
の
立
場
か
ら
は
、
手
紙
で
全
て
を
す
ま

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

乙
訓
の
約
諾　

弘
仁
三
年
十
月
二
十
七
日
、
最
澄
は
興
福
寺
維
摩
會

か
ら
の
歸
途
、
弟
子
の
光
定
を
と
も
な
っ
て
乙
訓
寺
に
空
海
を
訪
ね
、

談
合
一
泊
す
る
と
と
も
に
、
高
雄
山
寺
に
お
け
る
灌
頂
傳
授
の
確
約
を

と
り
つ
け
、
同
年
十
一
月
十
五
日
、
十
二
月
十
四
日
そ
れ
ぞ
れ
金
剛
界
・

胎
藏
の
結
緣
灌
頂
を
授
け
ら
れ
た
。
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
十
一
月
五

日
付
の
泰
範
あ
て
の
書

に
は
、
最
澄
が
乙
訓
寺
を
訪
ね
た
と
き
の
詳

細
と
と
も
に
、
空
海
の
健
康
狀
態
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て

興
味
深
い
。
特
に
留
意
す
べ
き
は
、
①
最
澄
が
ず
っ
と
懇
願
し
て
い
た

灌
頂
受
法
が
、
や
っ
と
現
實
の
も
の
と
な
っ
た
こ
と
。
②
灌
頂
傳
授
の

日
時
が
、十
二
月
十
日
・
高
雄
山
寺
と
決
ま
っ
た
こ
と
。
③
空
海
が
「
空

海
生
年
四
十
、
期
命
盡
く
べ
し
。」
と
體
調
の
不
調
を
つ
げ
、
今
年
中

に
授
法
し
た
い
と
語
っ
た
こ
と
。
④
こ
の
手
紙
そ
の
も
の
は
、
最
澄
の

も
と
か
ら
近
江
國
高
島
郡
に
隱
棲
し
て
い
た
泰
範
に
、
と
も
に
灌
頂
を

受
法
す
る
よ
う
勸
誘
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
の
四
つ
で
あ
る
。

泰
範
略
歷　

こ
こ
で
、
こ
の
手
紙
を
受
取
っ
た
泰
範
に
つ
い
て
、
一

言
し
て
お
き
た
い
。
も
と
元
興
寺
の
僧
で
あ
っ
た
泰
範
は
、
唐
か
ら
歸

朝
後
の
最
澄
に
師
事
し
て
叡
山
で
天
台
法
門
の
學
修
に
は
げ
み
、
弘
仁

三
年
（
八
一
二
）
五
月
、
最
澄
の
後
繼
者
と
し
て
、
比
叡
山
寺
の
總
別

當

文
書
司
に
任
命
さ
れ
る
ま
で
に
最
澄
か
ら
信
賴
さ
れ
て
い
た
が
、

同
年
六
月
に
は
叡
山
の
衆
徒
と
の
軋
轢
の
た
め
に
、
近
江
國
高
島
郡
に

隱
棲
し
た
。
そ
う
し
て
こ
の
年
十
二
月
、
最
澄
の
勸
め
に
よ
っ
て
高
雄

山
寺
に
の
ぼ
り
、
空
海
か
ら
胎
藏
・
金
剛
界
の
灌
頂
を
受
法
し
、
そ
の
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後
は
最
澄
か
ら
の
再
三
に
わ
た
る
歸
山
の
懇
請
を
拒
絶
し
、
空
海
の
も

と
に
と
ど
ま
っ
て
眞
言
の
修
學
に
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
弘
仁
七
年

（
八
一
六
）
七
月
、
高
野
山
が
空
海
に
下
賜
さ
れ
る
と
、
た
だ
ち
に
實
惠

と
と
も
に
高
野
山
に
派
遣
さ
れ
、
同
十
二
年
（
八
二
一
）
十
一
月
籘
原

鼕
嗣
ら
に
あ
て
た
空
海
の
書
狀
に
は
、「
二
・
三
の
弟
子
を
率
い
て
日

夜
敎
授
し
た
と
こ
ろ
、
杲
隣
・
實
惠
・
泰
範
・
智
泉
の
四
名
は
、
金
剛
界
・

大
悲
胎
藏
の
兩
部
大
法
の
奧
旨
を
體
得
し
た
（
趣
意
）」
と
あ
っ
て
、
眞

言
宗
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
た
。
最
澄
と
空
海
の
二
人

か
ら
信
賴
を
よ
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
き
わ
め
て
勝
れ
た
資
質
の

持
ち
主
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
沒
年
・
年
令
と
も
に
信
ず

べ
き
史
料
は
な
い
。

付
言
す
る
と
、
從
來
、
最
澄
の
愛
弟
子
泰
範
を
あ
た
か
も
空
海
が
奪

い
取
っ
た
か
の
よ
う
に
云
わ
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
な
い
。

弘
仁
三
年
十
二
月
、
空
海
か
ら
灌
頂
を
受
法
し
た
時
點
で
、
泰
範
の
心

は
叡
山
を
離
れ
て
お
り
、
最
澄
の
も
と
に
歸
る
意
志
は
毛
頭
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
三
に
わ
た
り
歸
山
を
も
と
め
た
最

澄
の
行
動
は
、
執
着
で
あ
っ
て
、
自
己
滿
足
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な

か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

高
雄
の
灌
頂　

最
澄
は
、
弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
十
一
月
十
四
日
、

灌
頂
の
準
備
の
た
め
に
高
雄
山
寺
に
の
ぼ
っ
た
。す
る
と
空
海
か
ら「
明

日
入
壇
受
法
す
る
よ
う
に
」
と
吿
げ
ら
れ
、
翌
十
五
日
急
遽
、
金
剛
界

の
灌
頂
壇
が
ひ
ら
か
れ
た
。
空
海
眞
筆
の
『
灌
頂
曆
名
』
に
よ
る
と
、

こ
の
と
き
受
法
し
た
の
は
、
最
澄
・
播
磨
大
掾
和
氣
眞
綱
・
大
學
大
允

和
氣
仲
世
・
美
濃
種
人
の
四
名
で
あ
っ
た
。
乙
訓
寺
で
取
り
決
め
た
受

法
の
日
は
十
二
月
十
日
。
で
は
な
ぜ
、約
一
ヶ
月
も
は
や
い
こ
の
日
に
、

灌
頂
は
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
急
を
要
し
た
、
し
か
る
べ
き

理
由
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
空
海
生
年
四
十
、
期
命
盡

く
べ
し
」
と
語
っ
た
空
海
の
健
康
狀
態
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ

う
す
る
と
、
こ
の
と
き
空
海
の
體
調
は
重
篤
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

同
年
十
二
月
十
四
日
、
大
悲
胎
藏
の
灌
頂
壇
が
開
か
れ
た
。『
灌
頂

曆
名
』
に
は
百
九
十
四
名
の
入
壇
者
を
記
す
。
そ
の
內
譯
は
、
太
僧

二
十
二
人
、
沙
彌
四
十
一
人
、
近
事
四
十
人
、
童
子
七
十
一
人
、
音
聲

人
二
十
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
に
は
、
太
僧
に
最
澄
・
泰
範
・
圓
澄

ら
が
お
り
、
近
事
衆
に
は
唐
か
ら
歸
國
す
る
と
き
乘
っ
た
船
の
船
頭
・

高
階
遠
成
の
姿
も
あ
っ
た
。

心
の
翳
り　

と
こ
ろ
で
、
最
澄
が
待
ち
望
み
、
喜
び
い
さ
ん
で
受
法

し
た
二
度
の
灌
頂
は
、
最
澄
が
當
初
考
え
て
い
た
も
の
と
は
ち
が
っ
て
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い
た
。
最
澄
の
考
え
は
、
正
式
に
法
を
傳
え
た
こ
と
を
證
明
す
る
傳
法

灌
頂
。
し
か
る
に
、
實
際
は
佛
と
緣
を
む
す
ぶ
た
め
の
結
緣
灌
頂
で
あ

っ
た
。
傳
法
灌
頂
は
僧
の
み
、
し
か
も
師
が
特
別
に
み
と
め
た
も
の
だ

け
が
受
法
で
き
た
。
一
方
の
結
緣
灌
頂
は
、
僧
俗
の
別
な
く
だ
れ
で
も

入
壇
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
き
に
受
法
し
た
百
九
十
四
名
の
內
譯
を

記
し
た
が
、
近
事
は
在
家
の
佛
敎
信
者
、
童
子
は
僧
の
も
と
で
使
い
走

り
な
ど
を
し
て
い
た
得
度
前
の
子
供
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
明
ら
か
に

俗
人
で
あ
り
、
最
澄
が
受
法
し
た
灌
頂
が
結
緣
灌
頂
で
あ
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
傳
法
・
結
緣
灌
頂
の
ち
が
い
が
發
端
と
な
り
、

二
人
の
あ
い
だ
に
は
、
や
が
て
埋
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な
溝
が

で
き
て
い
っ
た
、
と
私
は
考
え
る
。
つ
ぎ
に
、
そ
の
二
人
の
心
の
葛
籘

を
追
っ
て
み
た
い
。

空
海
の
叱
責　

最
澄
は
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
正
月
十
八
日
付
の

手
紙
を
七
通
殘
し
て
い
る
。
五
通
は
空
海
に
、
二
通
は
高
雄
山
寺
三
綱

に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。「
世
閒
の
願
と
」
と
書
き
だ
す
空
海
あ
て
の

書
狀
（
２
６
）
に
註
目
し
た
い
。
ま
ず
、
全
文
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

世
閒
の
願
と
、
ま
た
出
世
上
々
の
願
と
は
、
最
澄
住
持
の
念
い
、

寢
⻝
も
忘
れ
ず
。
惟
う
に
形
迹
（
け
い
せ
き
）
せ
ざ
れ
。

あ
但
、
最
澄
の
意
趣
は
御
書
等
を
寫
す
べ
き
の
み
。
目
錄
に
依
っ

て
皆
悉
く
寫
し
取
り
了
ん
ぬ
れ
ば
、
卽
ち
持
し
て
彼
の
院
に
向
か

い
、
一
度
に
聽
學
せ
ん
。
い
此
の
院
に
し
て
寫
し
取
る
こ
と
穩
便

有
り
。
彼
の
院
に
⻝
を
上
す
こ
と
太
（
は
な
は
）
だ
難
く
、
寫
し

取
る
に
由
無
し
。

う
伏
し
て
乞
う
、
吾
が
大
師
、
奸
心
（
か
ん
じ
ん
）
を
用
い
、
盜

み
て
御
書
を
寫
し
取
り
、
慢
心
を
發
す
と
疑
う
こ
と
莫
か
れ
。
泰

範
佛
子
に
隨
っ
て
意
を
申
ぶ
。
え
寫
す
と
こ
ろ
の
本
、
好
便
借
與

せ
ら
れ
よ
。

小
弟
子
、
越
三
昧
の
心
を
發
さ
ず
。
お
委
曲
の
志
、
具
に
泰
範
佛

子
に
知
ら
し
む
。
更
に
（
い
）
わ
ず
。
以
て
指
南
の
志
を
表
す
。

天
照
、
天
照
。
稽
首
。

　
　
　
　

正
月
十
八
日　
　

弟
子
最
澄
か

正
言
を
咄
（
の
）
ぶ�

（
傍
線
筆
者
）

こ
の
手
紙
を
よ
ん
で
、
奇
異
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

全
體
的
に
、
辯
解
・
言
い
譯
を
つ
づ
っ
た
も
の
と
の
感
じ
を
强
く
う
け

る
。
特
に
傍
線
部
う
に
は
、尋
常
で
な
い
も
の
を
感
じ
る
。「
奸
心
」「
盜

み
て
」「
慢
心
」「
疑
う
こ
と
な
か
れ
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
、
ま
と
ま

っ
て
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
ド
ロ
ド
ロ
し
た
も
の
、
異
常
さ
を
感
じ

る
の
で
あ
る
。

先
學
は
こ
の
手
紙
を
ど
の
よ
う
に
み
て
お
ら
れ
る
か
、
二
・
三
紹
介

し
て
み
た
い
。
高
木
訷
元
先
生
は
『
空
海
と
最
澄
の
手
紙
』
で
、
こ
の
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書

は
「
空
海
に
あ
て
て
、
經
論
書
寫
の
便
宜
を
與
え
て
く
れ
る
よ
う

依
賴
し
た
も
の
」
と
い
い
、「「
最
澄
の
意
趣
は
御
書
等
を
寫
す
べ
き
の

み
」
と
い
う
筆
受
を
主
と
す
る
習
學
態
度
が
、
や
が
て
兩
大
師
袂

（
マ
マ
）別

の

一
因
と
も
な
る
」
と
、
こ
こ
で
提
起
さ
れ
た
問
題
が
や
が
て
お
と
ず
れ

る
訣
別
の
一
因
と
な
っ
た
、
と
み
な
さ
れ
た
。
だ
が
、
す
で
に
こ
の
時

點
で
、
二
人
の
あ
い
だ
に
は
筆
受
・
面
授
の
問
題
が
表
面
化
し
て
い
た
、

と
私
は
考
え
る
。

一
方
、
佐
伯
有
淸
先
生
は
『
最
澄
と
空
海　

交
友
の
軌
跡
』
で
、

「
但
、
最
澄
の
意
趣
は
御
書
等
を
寫
す
べ
き
の
み
。
目
錄
に
依
っ

て
皆
悉
く
寫
し
取
り
了
ん
ぬ
れ
ば
、
卽
ち
持
し
て
彼
の
院
に
向
か

い
、
一
度
聽
學
せ
ん
」
と
い
う
の
が
、
最
澄
の
本
心
で
あ
っ
た
。

と
に
か
く
最
澄
は
、
空
海
が
唐
か
ら
將
來
し
た
經
論
を
、「
目
錄
」、

す
な
わ
ち
先
年
、
最
澄
が
寫
し
た
空
海
の
『
請
來
目
錄
』
に
よ
っ

て
、
す
べ
て
書
寫
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
。

と
い
わ
れ
る
。
手
紙
の
內
容
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
で
よ
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
私
は
こ
の
手
紙
の
裏
に
、
二
人
の
こ
こ
ろ
の
葛
籘
が

あ
っ
た
、
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
な
ぜ
最
澄
は
こ
の
よ
う
な
手
紙
を
書

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
を
問
題
と
し
た
い
の
で
あ
る
。

私
見
を
記
す
な
ら
ば
、
こ
の
手
紙
が
書
か
れ
る
前
段
階
と
し
て
、
最

澄
の
密
敎
受
法
の
態
度
、
特
に
筆
授
に
つ
い
て
、
空
海
か
ら
叱
責
の
こ

と
ば
が
發
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
對
す
る
釋
明
を
つ
づ
っ
た
の
が
、
と
り
も

な
お
さ
ず
、
こ
の
手
紙
で
あ
っ
た
と
、
私
は
考
え
る
。
空
海
の
叱
責
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
最
澄
の
「
但
、
最
澄
の
意
趣
は
御

書
等
を
寫
す
べ
き
の
み
。」「
伏
し
て
乞
う
、
吾
が
大
師
、
奸
心
を
用
い
、

盜
み
て
御
書
を
寫
し
取
り
、
慢
心
を
發
す
と
疑
う
こ
と
な
か
れ
。」「
小

弟
子
、
越
三
昧
の
心
を
發
さ
ず
。」
と
い
っ
た
こ
と
ば
に
、
端
的
に
表

わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

叱
責
の
實
態　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、『
高
野
雜
筆
集
』
所
收

の
日
付
も
あ
て
名
も
な
い
、
つ
ぎ
の
書
狀
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
曼
荼

の
深
法
、
諸
佛
の
祕
印
」
の
受
法
を
求
め
て
き
た
僧
に
對
し
て
、
密
敎

に
お
け
る
受
法
・
傳
授
の
あ
る
べ
き
形
を
敎
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

信
滿
至
る
に
よ
っ
て
問
を
辱
く
し
、

ね
て
紙
筆
を
惠
ま
れ
、
珍

荷
言
う
べ
か
ら
ず
。
餘
寒
未
だ
退
か
ず
。
惟
み
る
に
法
體
如
何
。

貧
衟
、
易
量
な
り
。
居
は
則
ち
東
西
な
れ
ど
も
、
志
は
常
に
松
柏

た
り
。
あ
要
（
も
と
）
む
る
と
こ
ろ
の
經
法
は
傳
授
の
衟
に
し
て
、

徃
年
陳
べ
申
し
訖
ん
ぬ
。
然
れ
ど
も
重
ね
て
紀
綱
を
說
か
ん
。

夫
れ
曼
荼
の
深
法
、
諸
佛
の
祕
印
は
談
說
に
時
あ
り
。
流
傳
⺇
に

逗
う
。
大
師
、
傳
授
の
法
を
說
き
た
ま
え
り
。
末
葉
傳
う
る
者
、

い
敢
え
て
三
昧
耶
に
違
越
せ
ざ
れ
と
。う
與
奪
は
我
が
志
に
非
ず
。
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得
否
は
公
の
情
に
繫
が
れ
り
。
手
を
握
り
て
契
約
し
、
口
に
傳
え

て
心
に
授
く
る
こ
と
を
期
す
の
み
。
惟
う
に
こ
れ
を
悉
く
せ
よ
。

還
る
に
よ
る
。
不
具
。（
傍
線
筆
者
）

右
の
本
文
を
、
六
段
落
に
わ
け
て
要
約
し
て
み
よ
う
。

①
住
居
は
東
西
に
わ
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
相
思
う
心
は
松
柏

の
よ
う
に
常
に
變
わ
ら
な
い
。

②
あ
な
た
が
要
め
る
と
こ
ろ
の
經
法
は
、
傳
授
の
衟
に
則
っ
た
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
先
年
申
し
あ
げ
た
と
お
り

で
あ
る
が
、
重
ね
て
大
綱
を
說
き
示
そ
う
。

③
曼
荼
羅
に
入
る
た
め
の
深
祕
の
法
・
諸
佛
の
祕
印
を
傳
授
す
る

に
は
、
時
期
と
受
者
の
⺇
根
が
重
要
視
さ
れ
る
。

④
如
來
大
師
は
、
傳
授
の
あ
る
べ
き
形
を
き
ち
っ
と
說
か
れ
た
。

い
つ
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
規
則
を
破
っ
て
は
い
け
な
い
。

⑤
法
を
授
け
る
・
授
け
な
い
は
私
の
意
志
で
は
な
く
、
受
け
る
受

け
な
い
は
も
っ
ぱ
ら
あ
な
た
の
心
次
第
で
決
ま
る
。

⑥
も
し
、
受
法
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
、
手
と
手
を
握
り
あ
い
、
口

か
ら
口
へ
と
傳
え
、心
に
授
け
る
こ
と
を
期
す
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
充
分
に
賢
察
さ
れ
た
い
。

特
筆
す
べ
き
は
、
傍
線
い
で
「
敢
え
て
三
昧
耶
に
違
越
せ
ざ
れ
」
と

越
三
昧
耶
の
行
爲
を
誡
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
う
の
「
與
奪

は
我
が
志
に
非
ず
。
得
否
は
公
の
情
に
繫
が
れ
り
。
手
を
握
り
て
契
約

し
、
口
に
傳
え
て
心
に
授
く
る
こ
と
を
期
す
の
み
。」
は
、
あ
と
に
紹

介
す
る
「
答
書
」
の
語
り
口
と
き
わ
め
て
近
い
こ
と
が
指
摘
で
き
、
密

敎
の
授
受
は
一
に
も
二
に
も
受
者
の
心
構
え
に
あ
る
こ
と
が
强
調
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

問
題
は
、
こ
の
書

が
い
つ
、
誰
に
出
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
高
木
先

生
は
、
弘
仁
五
年
以
降
の
も
の
と
し
、
あ
て
先
は
弘
仁
四
年
二
月
、
空

海
の
も
と
で
『
法
華
儀
軌
』
の
一
尊
法
を
受
け
た
叡
山
の
あ
る
僧
で
あ

ろ
う
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、佐
伯
先
生
は
、「
居
は
則
ち
東
西
な
れ
ど
も
」

の
東
西
が
比
叡
山
寺
と
高
雄
山
寺
を
さ
す
こ
と
、「
惟
み
る
に
法
體
如

何
」「
得
否
は
公
の
情
に
繫
が
れ
り
」
と
相
手
に
敬
意
が
拂
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
最
澄
あ
て
と
み
な
さ
れ
る
が
、
書
か
れ
た
時
期
は
明
記

さ
れ
な
い
。
飯
島
太
千
雄
氏
は
、
最
澄
あ
て
と
し
、
さ
き
の
「
世
閒
の

願
」
で
は
じ
ま
る
正
月
十
八
日
付
の
最
澄
書
狀
に
對
す
る
返
信
と
み
な

さ
れ
る
。

私
は
、
正
月
十
八
日
付
の
最
澄
書
狀
が
書
か
れ
る
直
前
に
、
最
澄
に

あ
て
て
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、「
餘
寒
未
だ

退
か
ず
」
と
あ
り
、
正
月
に
書
か
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
密
敎

受
法
の
あ
り
方
が
力
說
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
叡
山
に
出
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
最
澄
こ
そ
が
相
應
し
い
送
り
先
と
い



東
洋
の
思
想
と
宗
敎　

第
三
十
四
號

（ 108 ）

え
よ
う
。
た
だ
氣
が
か
り
な
點
は
、
傍
線
あ
に
「
要
む
る
と
こ
ろ
の
經

法
は
傳
授
の
衟
に
し
て
、
徃
年
陳
べ
申
し
訖
ん
ぬ
」
と
あ
っ
て
、
こ
の

こ
と
は
先
年
申
し
あ
げ
た
と
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
も
、

さ
し
た
る
問
題
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
囘
目
の
叱
責　

な
ぜ
な
ら
、（
大
同
四
年
（
八
〇
九
））
十
一
月
二
日

付
最
澄
書
狀
（
６
）
と
（
弘
仁
元
年
）
正
月
十
五
日
付
最
澄
書
狀
（
１
６
）

か
ら
、
二
人
の
交
友
が
は
じ
ま
っ
た
直
後
の
こ
の
時
期
に
、
十
一
面
儀

軌
と
千
手
儀
軌
の
傳
授
を
斷
っ
た
經
緯
が
あ
り
、
こ
の
と
き
密
敎
受
法

の
あ
る
べ
き
形
が
敎
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
最
澄
は
、
十
一
月
二
日
付
書
狀
の
追
而
書
で
、
唐
突

に
弟
子
の
妙
澄
に
十
一
面
法
と
千
手
法
の
傳
授
を
お
願
い
さ
れ
、「
此

れ
甚
要
な
り
。
⺇
緣
を
隔
て
ざ
れ
」
と
記
す
。
正
月
十
五
日
付
の
書
狀

で
は
、
入
唐
に
際
し
て
佛
像
を
造
立
し
た
が
供
養
は
ま
だ
で
あ
る
。
來

る
三
月
に
供
養
を
行
い
た
い
の
で
『
十
一
面
儀
軌
』『
千
手
菩
薩
儀
軌
』

の
借
用
と
妙
澄
へ
の
傳
授
を
お
願
い
し
た
い
と
い
い
、「
豈
に
空
傳
な

ら
ん
や
。
最
澄
、
都
べ
て
躁
慢
の
志
な
し
。
圣
化
、
豈
に
⺇
緣
を
隔
て

ん
や
」
と
結
ん
で
い
る
。「
豈
に
空
傳
な
ら
ん
や
」「
躁
慢
の
志
な
し
」

か
ら
は
、
こ
の
裏
に
、
空
海
か
ら
密
敎
受
法
に
つ
い
て
何
ら
か
の
忠
吿

が
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
は
許
さ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

六
、
圓
澄
等
書
狀
と
高
雄
灌
頂
の
實
際

圓
澄
書
狀　

最
澄
と
空
海
と
の
あ
い
だ
で
、
お
互
い
を
「
私
が
考
え

て
い
た
人
物
と
ど
う
も
違
う
ぞ
」
と
い
っ
た
わ
だ
か
ま
り
・
不
信
感
を

抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
高
雄
山
寺
に
お
け
る
二
度
目
の
灌
頂
の
直

後
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
想
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
、
き

わ
め
て
有
用
な
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
長
八
年
（
八
三
一
）
九
月

二
十
五
日
付
け
の「
天
台
最
澄
和
尙
の
弟
子
等
、阿
闍
梨
に
奉
る
書
」（
以

下
、「
圓
澄
ら
書
狀
」
と
稱
す
）
で
あ
る
。
こ
の
書
狀
は
、
正
統
な
密
敎
を

何
と
し
て
も
修
學
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
た
最
澄
の

弟
子
圓
澄
ら
三
十
名
が
連
著
し
て
、
密
敎
の
傳
授
を
空
海
に
懇
請
し
た

と
き
の
手
紙
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
な
か
に
、
①
弘
仁
三
年

（
八
一
二
）
鼕
の
二
度
に
わ
た
る
灌
頂
の
こ
と
と
、
②
灌
頂
直
後
の
最
澄

と
空
海
が
、
大
法
の
授
受
に
つ
い
て
交
わ
し
た
對
話
が
記
錄
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

灌
頂
の
實
際　

ま
ず
、
二
度
に
わ
た
る
灌
頂
で
あ
る
が
、
こ
の
書

狀
に
だ
け
見
ら
れ
る
こ
と
が
三
つ
あ
る
。
第
一
は
、
最
澄
は
受
法
す
る

ま
え
に
「
最
澄
、
大
唐
に
渡
る
と
い
え
ど
も
、
眞
言
を
學
ば
ず
。
今
、

高
雄
寺
空
海
阿
闍
梨
に
於
て
眞
言
の
祕
法
を
受
け
ん
」
と
上
表
し
て
い
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た
こ
と
。
第
二
は
、
空
海
に
も
「
最
澄
、
大
唐
に
渡
る
と
い
え
ど
も
、

未
だ
眞
言
の
法
を
學
ば
ず
。
今
望
む
ら
く
は
、
大
毘
盧
遮
那
胎
藏
お
よ

び
金
剛
頂
の
法
を
受
學
せ
ん
」
と
書
を
抂
し
て
い
た
こ
と
。
第
三
は
、

十
二
月
十
五
日
、
百
餘
の
弟
子
と
と
も
に
受
法
し
た
灌
頂
を
受
明
灌
頂

と
い
い
、
十
八
衟
の
眞
言
も
學
ん
だ
が
、

字
眞
言
の
受
學
は
少
々
難

し
か
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
灌
頂
の
日
を
十
二
月

十
五
日
、
受
者
を
百
餘
と
記
す
と
こ
ろ
が
、
空
海
の
記
錄
と
ち
が
っ
て

い
る
。
今
日
、
受
明
灌
頂
と
は
密
敎
を
正
式
に
學
修
す
る
に
さ
き
だ
ち

許
可
を
與
え
る
た
め
の
灌
頂
を
い
う
。
ま
た
、「
十
八
衟
の
眞
言
」
を

學
ん
だ
と
い
う
け
れ
ど
も
、
灌
頂
の
と
き
同
時
に
受
法
し
た
か
ど
う
か

は
明
ら
か
で
な
い
。

二
人
の
對
話　

つ
ぎ
は
、
灌
頂
の
直
後
に
な
さ
れ
た
最
澄
と
空
海
の

對
話
で
あ
る
。
極
め
て
興
味
深
い
內
容
な
の
で
、
全
文
を
あ
げ
よ
う
。

あ
卽
ち
和
尙
に
問
う
て
云
わ
く
、
大
法
儀
軌
を
受
け
ん
こ
と
⺇
月

に
か
得
せ
し
め
ん
や
、
と
。
い
答
え
て
云
わ
く
、
三
年
に
し
て
、

功
を
畢
え
ん
、
と
。
う
歎
じ
て
曰
わ
く
、
本
、
一
夏
を
期
す
。
若

し
數
年
を
經
べ
く
ん
ば
、
暫
く
本
居
に
歸
り
、
且
つ
本
宗
の
事
を

遂
げ
て
、
後
日
來
た
り
て
學
ば
ん
に
は
若
か
ず
、
と
。
え
卽
ち
、

四
年
正
月
を
以
て
眞
言
を
受
學
せ
し
め
ん
が
た
め
に
、
圓
澄
、
泰

範
、
賢
榮
等
を
以
て
大
阿
闍
梨
に
屬
し
奉
り
了
ん
ぬ
。
お
然
り
と

い
え
ど
も
、
比
年
（
こ
の
こ
ろ
）
限
る
に
煩
碎
を
以
て
し
て
、
未

だ
本
意
を
遂
げ
ず
。
朝
夕
に
顧
み
思
い
て
、
寢
⻝
も
安
か
ら
ず
。

內
容
を
整
理
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

あ
最
澄
が
問
わ
れ
た
。「
大
法
儀
軌
を
受
け
る
に
は
、
何
ヶ
月
ほ

ど
か
か
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
。

い
空
海
は
答
え
た
。「
三
年
勉
强
し
て
く
だ
さ
い
」
と
。

う
最
澄
は
た
め
息
を
つ
き
、「
せ
い
ぜ
い
一
夏
（
三
ヶ
月
）
も
あ
れ

ば
、
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
數
年
も
必
要
な
ら
ば
、
し
ば
ら
く

叡
山
に
歸
り
、
天
台
宗
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
あ
と
、
高
雄
に

き
て
眞
言
法
門
を
學
修
し
ま
し
ょ
う
」
と
、
な
げ
か
れ
た
。

え
そ
し
て
最
澄
は
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
正
月
、
眞
言
法
門
を

受
學
さ
せ
る
た
め
に
、
身
代
わ
り
と
し
て
圓
澄
・
泰
範
・
賢
榮

ら
を
空
海
の
も
と
に
派
遣
し
た
。

お
し
か
し
な
が
ら
、そ
の
あ
と
ず
っ
と
煩
わ
し
き
こ
と
が
多
く
て
、

い
ま
だ
本
來
の
目
的
を
逹
成
し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
寢
⻝
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

心
の
ズ
レ　

こ
の
一
連
の
や
り
と
り
を
見
て
い
る
と
、
空
海
で
な
く

て
も
、
あ
ま
り
に
も
身
勝
手
す
ぎ
て
、
い
い
加
減
に
し
て
く
れ
、
と
い
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い
た
く
な
る
で
あ
ろ
う
。「
灌
頂
を
授
け
て
ほ
し
い
」
と
い
わ
れ
る
か

ら
灌
頂
壇
を
開
く
と
、「
そ
れ
で
は
な
く
て
、
傳
法
灌
頂
を
」
と
い
う
。

「
そ
れ
な
ら
三
年
閒
勉
强
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
と
、「
い
ま
は
都
合
が

惡
い
の
で
」
と
い
っ
て
叡
山
に
歸
っ
て
し
ま
い
、「
私
の
身
代
わ
り
に

弟
子
を
派
遣
し
ま
す
か
ら
宜
し
く
」
と
い
っ
て
、
何
人
も
の
弟
子
を
送

り
込
ん
で
く
る
。

こ
の
身
勝
手
す
ぎ
る
最
澄
に
た
い
し
て
、
空
海
は
一
度
き
ち
っ
と
し

て
お
か
な
け
れ
ば
と
考
え
、
密
敎
受
法
の
あ
る
べ
き
す
が
た
・
形
、
受

者
の
態
度
・
學
び
方
な
ど
を
、
最
澄
に
直
接
示
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ

た
か
、
と
考
え
る
。
そ
れ
が
、
さ
き
に
紹
介
し
た
「
信
滿
至
る
」
で
は

じ
ま
る
書
狀
で
あ
り
、
こ
の
書
狀
に
對
す
る
返
事
が
正
月
十
八
日
付
の

最
澄
の
手
紙
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
わ
け
で
、「
ど
う
も
ち
が
う
ぞ
」
と

い
っ
た
想
い
を
、
空
海
は
持
た
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。

一
方
、
最
澄
も
別
の
意
味
で
、「
ど
う
も
ち
が
う
ぞ
」
と
い
っ
た
想

い
を
い
だ
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
て
っ
き
り
傳
法
灌
頂
だ
と
思
っ

て
い
た
の
に
、
蓋
を
あ
け
て
み
る
と
結
緣
灌
頂
で
あ
っ
た
。
み
ず
か
ら

の
經
歷
と
地
位
を
考
え
る
と
、
當
然
、
傳
法
灌
頂
と
思
っ
て
い
た
、
い

や
傳
法
灌
頂
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
、
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が

結
緣
灌
頂
で
あ
っ
た
。
あ
な
た
は
乙
訓
寺
で
、「
宜
し
く
持
す
る
と
こ

ろ
の
眞
言
の
法
、
最
澄
闍
梨
に
付
屬
す
べ
し
。
惟
う
に
、
早
速
に
今

年
の
內
に
付
法
を
受
取
せ
よ
。」
と
い
わ
れ
た
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

十
一
月
に
は
急
遽
「
明
日
灌
頂
を
」
と
あ
れ
ほ
ど
急
が
れ
た
の
に
、
一

ヶ
月
後
に
は
「
三
年
勉
强
を
」
と
は
、
一
體
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

と
の
想
い
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
で
あ
れ
ば
、
三
ヶ
月
み
て
お
け
ば
傳

法
灌
頂
を
、
と
考
え
た
が
、
三
年
と
い
わ
れ
て
ガ
ッ
ク
リ
す
る
と
と
も

に
、
な
ぜ
私
が
そ
こ
ま
で
、
と
の
想
い
を
强
く
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

空
海
と
し
て
は
、
密
敎
の
師
と
し
て
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
を
云
っ
た

だ
け
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、最
澄
に
は
通
じ
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、

最
澄
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
な
か
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
と
き
の
重
篤
な
病
は
、
一
ヶ
月
後
に
態
度
を
豹
變
さ
せ

る
こ
と
か
ら
、
肉
體
的
な
そ
れ
で
は
な
く
、
精
神
的
な
も
の
で
あ
っ
た

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
二
人
の
意
識
に
微
妙
な
ズ
レ
が
生
じ
て
く
る
の
は
、
弘

仁
三
年
十
二
月
十
四
日
の
胎
藏
灌
頂
の
直
後
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
誤

り
な
い
で
あ
ろ
う
。

借
覽
の
典
籍　

最
後
に
、二
人
の
訣
別
を
決
定
づ
け
た
と
い
え
る『
理

趣
釋
經
』の
借
請
拒
絶
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
無
視
で
き
な
い
の
が
、

第
三
期
に
最
澄
が
借
請
を
お
ね
が
い
し
た
典
籍
類
で
あ
る
。
實
は
、
こ

の
時
期
に
借
請
を
願
っ
た
の
は
二
囘
、
弘
仁
三
年
十
月
二
十
六
日
、
つ
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ま
り
乙
訓
寺
に
空
海
を
訪
ね
る
前
日
に
不
空
譯
の
三
卷
本『
金
剛
頂
經
』

を
、
そ
し
て
二
囘
目
の
灌
頂
が
終
っ
た
直
後
の
同
年
十
二
月
十
八
日
、

守
護
國
界
主
經
一
帖
、
金
剛
薩
埵
五
祕
密
念
誦
儀
軌
一
卷
な
ど
十
二
帖

を
お
願
い
さ
れ
た
。
こ
の
十
二
帖
と
は
、『
三
十
帖
策
子
』
の
な
か
の

十
二
帖
を
さ
す
。
最
澄
の
手
紙
に
は
十
一
の
典
籍
名
し
か
確
認
で
き
な

い
が
、『
三
十
帖
策
子
』
の
十
二
帖
分
と
す
れ
ば
、
典
籍
數
は
ゆ
う
に

二
十
部
を
越
す
で
あ
ろ
う
。

密
度
が
最
高
潮
に
逹
し
て
い
た
と
想
わ

れ
る
、
二
度
目
の
灌
頂
直
後
と
い
う
こ
の
時
期
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
空
海
が
最
澄
の
借
請
に
應
じ
た
の
は
、

こ
の
と
き
が
最
後
と
な
っ
た
。
註
目
す
べ
き
は
、『
大
日
經
』
系
統
だ

け
で
あ
っ
た
最
澄
の
關
心
が
、『
金
剛
頂
經
』
系
統
の
密
敎
に
ま
で
廣

が
り
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　

七
、『
理
趣
釋
經
』
問
題
と
訣
別
の
時
期　

―
第
四
期―

問
題
の
槪
要　

二
人
が
訣
別
し
た
根
本
要
因
の
一
つ
が『
理
趣
釋
經
』

の
借
請
を
め
ぐ
る
問
題
に
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
、
と
私
は
考

え
る
。
そ
の
端
緖
と
な
っ
た
の
が
、
第
四
期
、
一
通
だ
け
み
ら
れ
る
弘

仁
四
年
十
一
月
二
十
三
日
付
の
最
澄
書
狀
（
１
３
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

『
理
趣
釋
經
』
の
借
請
を
め
ぐ
る
問
題
の
槪
略
を
記
し
て
み
よ
う
。

①
空
海
が
み
ず
か
ら
の
四
十
歲
を
記
念
し
て
作
成
し
た
「
中
壽
感

興
詩
」
を
贈
ら
れ
た
最
澄
は
、
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
十
一
月

二
十
三
日
付
の
書
狀
で
、空
海
に
『
文
殊
讚
法
身
禮
』『
方
圓
圖
』

『
註
義
』
と
と
も
に
、「
釋
理
趣
經
一
卷
」
の
借
覽
を
請
わ
れ
た
。

こ
れ
に
對
し
て
、

②
空
海
は
「
叡
山
の
澄
法
師
、『
理
趣
釋
經
』
を
求
む
る
に
答
す

る
書
」（
以
下
、「
答
書
」
と
略
稱
す
）
を
書
き
、
密
敎
受
法
の
あ

る
べ
き
形
を
苛
烈
な
こ
と
ば
で
も
っ
て
垂
示
す
る
と
と
も
に
、

『
理
趣
釋
經
』
の
借
與
を
斷
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
問
題
を
や

や
こ
し
く
し
て
い
る
の
が
、

③
弘
仁
四
年
十
一
月
二
十
五
日
付
で
泰
範
に
あ
て
た
最
澄
直
筆
の

書
狀「
久
隔
帖
」が
傳
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、『
一
百

廿
禮
佛
』『
方
圓
圖
』『
註
義
』
の
名
は
記
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど

も
、「
釋
理
趣
經
一
卷
」
は
見
當
た
ら
な
い
。
し
か
も
、
手
紙

の
趣
旨
は
、
空
海
か
ら
贈
ら
れ
た
「
中
壽
感
興
詩
」
に
對
す
る

和
韻
の
詩
を
作
り
た
い
の
で
、『
一
百
廿
禮
佛
』『
方
圓
圖
』『
註

義
』
の
內
容
を
空
海
に
聞
い
て
敎
え
て
ほ
し
い
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

④
最
澄
の
和
韻
の
詩
に
た
い
す
る
十
二
月
十
六
日
付
の
空
海
禮
狀

が
、
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）、
あ
ら
た
に
發
見
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、「
中
壽
感
興
詩
」
を
贈
ら
れ
た
最
澄
が
和
韻
の
詩
を

作
成
し
、
そ
れ
に
答
え
て
空
海
が
禮
狀
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
兩

者
の
あ
い
だ
は
決
し
て
險
惡
で
は
な
か
っ
た
と
み
な
さ
れ
、
近
年
で
は

（
一
）「
答
書
」
の
あ
て
先
を
最
澄
で
は
な
く
圓
澄
と
み
な
し
、
し
か
も

「
答
書
」
が
書
か
れ
た
の
は
弘
仁
五
年
以
降
と
み
な
す
說
、（
二
）「
答

書
」
は
圓
澄
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
弘
仁
四
年
十
一

月
二
十
三
日
付
の
最
澄
書
狀
と
「
答
書
」
と
は
ま
っ
た
く
無
關
係
で
あ

り
、
か
つ
「
釋
理
趣
經
一
卷
」
は
後
世
の
竄
入
で
あ
る
と
み
な
す
說
、

な
ど
が
新
た
に
提
示
さ
れ
、
混
沌
と
し
た
樣
相
を
抂
し
て
き
て
い
る
。

私
見　

は
た
し
て
、
二
人
が
袂
を
別
つ
に
い
た
る
過
程
で
、『
理
趣

釋
經
』
の
貸
借
問
題
は
介
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

結
論
的
な
こ
と
を
い
う
と
、
私
は
介
在
し
て
い
た
と
み
な
し
、
二
人

の
訣
別
の
時
期
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
る
。
二
人
の
交
友
に
翳
り
が
み

え
は
じ
め
る
の
は
、
一
般
的
に
、
そ
の
絶
頂
期
と
も
み
な
さ
れ
る
弘
仁

三
年
十
一
月
・
同
十
二
月
の
高
雄
山
寺
に
お
け
る
灌
頂
の
直
後
で
あ
り
、

そ
の
後
、
兩
者
の
あ
い
だ
に
は
埋
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
溝
が
徐
々
に

廣
が
っ
て
い
っ
た
。
そ
う
し
て
、
弘
仁
四
年
十
一
月
二
十
三
日
付
の
最

澄
書
狀
と
そ
れ
に
對
す
る
空
海
の
「
答
書
」
を
契
⺇
と
し
て
、
そ
の
溝

は
修
正
不
可
能
な
狀
態
に
い
た
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
弘
仁
四
年
末
の

時
點
で
、
か
つ
て
新
佛
敎
の
寶
塔
を
と
も
に
建
て
よ
う
と
誓
っ
た
緊
密

な
る
精
神
的
繫
が
り
は
完
全
に
絶
た
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
、

特
に
「
答
書
」
が
決
定
的
な
位
置
を
し
め
た
で
あ
ろ
う
、
と
。

先
行
硏
究　

こ
こ
で
、
さ
き
に
槪
略
で
あ
げ
た
四
つ
の
手
紙
類
に
限

定
し
て
、
先
行
硏
究
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

最
大
の
爭
點
は
、
空
海
の
「
答
書
」
を
弘
仁
四
年
十
一
月
二
十
三
日

付
の
最
澄
書
狀
の
返
信
と
み
な
す
か
否
か
で
あ
り
、
こ
の
解
釋
を
め
ぐ

っ
て
、
先
行
硏
究
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、（
一
）

返
信
と
み
な
す
說
と（
二
）返
信
と
み
な
さ
な
い
說
で
あ
る
。こ
の
う
ち
、

（
一
）
返
信
と
み
な
す
說
は
、「
答
書
」
の
あ
て
先
を
最
澄
と
す
る
說
で

一
致
し
、
し
か
も
「
答
書
」
が
書
か
れ
た
時
期
も
、
弘
仁
四
年
十
一
月

で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、（
二
）
返
信
と
み
な
さ
な

い
說
で
は
、｢

答
書｣

の
あ
て
先
、
お
よ
び
「
答
書
」
が
書
か
れ
た
時

期
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
說
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、｢

答
書｣

の
あ
て
先
は
、
①
最
澄
と
み
な
す
說
、
②
圓
澄
と
み
な
す
說
の
二
つ
。

「
答
書
」
が
書
か
れ
た
時
期
は
、㋐
弘
仁
六
年
末
か
ら
同
七
年
の
初
め
、

㋑
弘
仁
六
・
七
年
こ
ろ
、
㋒
弘
仁
六
年
以
降
、
㋓
弘
仁
七
年
の
五
月
一

日
以
前
、
の
四
つ
に
分
か
れ
る
。
さ
ら
に
、「
答
書
」
を
返
信
と
み
な

さ
な
い
說
を
と
る
論
考
に
は
、
最
澄
が
空
海
に
借
請
し
た
典
籍
リ
ス
ト

に
み
ら
れ
る
「
釋
理
趣
經
一
卷
」
を
、
後
世
の
竄
入
と
み
な
す
方
が
少
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な
く
な
い
。

苛
烈
な
言
葉　
「
答
書
」
に
關
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
激
烈
な
こ
と

ば
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
年
長
者
で
あ
る
最
澄
で
は
な
く
、
最
澄
の

弟
子
で
あ
る
圓
澄
に
あ
て
た
と
み
な
し
、
書
か
れ
た
の
も
弘
仁
四
年

十
一
月
で
は
な
く
同
五
年
以
降
で
あ
る
、
と
み
な
す
說
が
有
力
視
さ
れ

つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
答
書
」
の
苛
烈
な
言
辭
は
密
敎
の
師
の
立

場
か
ら
弟
子
に
た
い
し
て
の
敎
誡
で
あ
っ
て
、
圓
澄
あ
て
說
と
か
弘
仁

五
年
以
降
說
は
成
り
た
た
な
い
、
と
考
え
る
。

ま
ず
、
苛
烈
な
こ
と
ば
と
い
わ
れ
る
一
節
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
そ
れ

は
第
三
段
落
で
あ
り
、「
又
余
未
だ
知
ら
ず
。
公
は
是
圣
化
な
り
や
、

爲
當
（
は
た
）
凡
夫
な
り
や
。」
と
、
あ
な
た
は
佛
な
の
か
、
そ
れ
と
も

凡
夫
な
の
か
と
詰
問
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
ま
る
、
こ
の
書
狀
の
中
心

を
な
す
段
で
あ
る
。
つ
い
で
、
も
し
佛
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
以
上
何

を
求
め
よ
う
と
す
る
の
か
と
問
い
、
も
し
凡
夫
と
し
て
理
趣
を
求
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
佛
の
敎
訓
に
從
う
べ
き
こ
と
、
越
三
昧
耶
に
つ
い
て
、

若
し
佛
の
敎
え
に
隨
は
ば
、則
ち
必
ず
須
く
三
昧
耶
を
愼
む
べ
し
。

三
昧
耶
を
越
す
れ
ば
、
則
ち
傳
者
受
者
倶
に
益
無
け
ん
。
夫
れ
祕

藏
の
興
廢
は
唯
汝
と
我
と
な
り
。
汝
若
し
非
法
に
し
て
受
け
、
我

若
し
非
法
に
し
て
傳
へ
ば
、
則
ち
將
來
求
法
の
人
、
何
に
由
つ
て

か
求
衟
の
意
を
知
る
こ
と
を
得
ん
。
非
法
の
傳
受
、
是
を
盜
法
と

名
づ
く
。
卽
ち
是
れ
佛
を
誑
く
な
り
。

と
、
苛
烈
な
こ
と
ば
を
も
っ
て
說
か
れ
た
。
つ
い
で
、
密
敎
の
根
底
を

な
す
傳
授
の
あ
り
方
を

又
祕
藏
の
奧
旨
は
文
を
得
る
こ
と
を
貴
し
と
せ
ず
。
唯
心
を
以
て

心
に
傳
ふ
る
に
在
り
。
文
は
是
れ
糟
粕
、
文
は
是
れ
瓦
礫
な
り
。

糟
粕
瓦
礫
を
受
く
れ
ば
則
ち
粹
實
至
實
を
失
う
。
眞
を
棄
て
て
僞

を
拾
う
は
愚
人
の
法
な
り
。
愚
人
の
法
に
は
汝
隨
う
可
か
ら
ず
、

亦
求
む
可
か
ら
ず
。

と
說
き
し
め
さ
れ
た
。
こ
こ
に
い
う
越
三
昧
耶
と
面
授
、い
わ
ゆ
る「
唯

心
を
以
て
心
に
傳
ふ
る
」
は
、
さ
き
に
紹
介
し
た
「
信
滿
至
る
」
で
は

じ
ま
る
空
海
書
狀
で
、
す
で
に
敎
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

圓
澄
說　

こ
こ
で
、
圓
澄
あ
て
で
は
あ
り
え
な
い
根
據
を
示
そ
う
。

そ
れ
は
、「
答
書
」
の
第
一
段
落
で
あ
る
。
ま
ず
「
書
信
至
つ
て
深
く

下
情
を
慰
す
。
雪
寒
し
。
伏
し
て
惟
み
れ
ば
、
止
觀
の
座
主
法
友
常
に

勝
れ
た
り
と
。
貧
衟
易
量
な
り
。」
と
時
候
の
挨
拶
か
ら
は
じ
ま
り
、

つ
い
で
「
貧
衟
と
闍
梨
と
契
れ
る
こ
と
積
ん
で
年
歲
有
り
。
常
に
思
は

く
、
膠
漆
の
芳
、
松
栢
と
與
に
凋
ま
ず
、
乳
水
の
馥
、
芝
蘭
と
將
に
彌

香
し
か
ら
ん
。」
と
緊
密
な
る
二
人
の
交
友
に
ふ
れ
、
そ
し
て
「
多
寶
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の
座
を
分
ち
、
釋
尊
の
法
を
弘
め
ん
と
。
此
の
心
、
此
の
契
、
誰
か
忘

れ
誰
か
忍
ば
ん
。
然
り
と
雖
も
顯
敎
一
乘
は
公
に
非
ざ
れ
ば
傳
え
ず
、

祕
密
佛
藏
は
唯
我
が
誓
ふ
所
な
り
。
彼
此
法
を
守
つ
て
談
話
に
遑
あ
ら

ず
。
不
謂
の
志
、
何
れ
の
日
に
か
忘
れ
ん
。」
と
、
と
も
に
佛
法
の
宣

布
を
約
束
し
た
仲
で
あ
る
こ
と
を
記
す
。
特
に
「
止
觀
の
座
主
法
友
常

に
勝
れ
た
り
」「
貧
衟
と
闍
梨
と
契
れ
る
こ
と
積
ん
で
年
歲
有
り
」「
多

寶
の
座
を
分
ち
、
釋
尊
の
法
を
弘
め
ん
」「
顯
敎
一
乘
は
公
に
非
ざ
れ

ば
傳
え
ず
、
祕
密
佛
藏
は
唯
我
が
誓
ふ
所
な
り
」
な
ど
は
、
語
り
か

け
て
い
る
相
手
が
最
澄
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
納
得
で
き
る
こ
と
ば
で
あ

る
。
し
か
も
こ
こ
に
は
、
險
惡
な
感
じ
は
微
塵
も
窺
が
え
な
い
の
で
あ

る
。
な
お
、
空
海
が
圓
澄
と
で
あ
っ
た
の
は
一
年
ま
え
、
十
二
月
十
四

日
の
胎
藏
灌
頂
の
と
き
が
最
初
で
あ
っ
た
。

五
年
以
降
說　

つ
ぎ
に
、
弘
仁
五
年
以
降
說
が
な
り
た
た
な
い
根
據

を
示
そ
う
。「
答
書
」
に
は
、「
書
信
至
っ
て
」「
忽
ち
に
封
緘
を
開
い
て
」

「
還
（
か
え
り
）
に
因
つ
て
此
に
一
二
を
示
す
」
な
ど
の
語
句
が
み
ら
れ
、

屆
い
た
書
狀
に
た
い
す
る
返
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
ま

た
、「
忽
ち
に
封
緘
を
開
い
て
、
具
に
理
趣
釋
を
覓
む
る
こ
と
を
覺
り

ぬ
」
か
ら
、『
理
趣
釋
』
の
借
覽
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
も
ま
ち
が
い
な
い
。

し
か
る
に
、
弘
仁
五
年
以
降
と
み
な
し
た
と
き
、
こ
の
「
答
書
」
の
內

容
に
對
應
す
る
最
澄
の
書
狀
は
見
あ
た
ら
な
い
。
五
年
以
降
で
今
日
ま

で
殘
る
手
紙
は
二
通
、
そ
れ
も
空
海
の
督
促
に
應
え
て
借
覽
し
て
い
た

典
籍
を
返
還
し
た
と
き
の
メ
モ
の
よ
う
な
も
の
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
時
期
、
二
人
は
た
や
す
く
典
籍
の
借
覽
や
敎
え
を
請
う
と

い
っ
た
閒
柄
で
は
も
は
や
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

今
一
つ
、
誰
も
氣
づ
い
て
い
な
い
の
が
「
答
書
」
冐
頭
に
書
か
れ
た

「
信
滿
至
っ
て
深
く
下
情
を
慰
む
。
雪
寒
し
。」
の
季
語
「
雪
寒
し
」
で

あ
る
。
空
海
の
書
狀
で
「
雪
寒
し
」
と
す
る
も
の
が
三
通
あ
り
、
そ
の

う
ち
二
通
に
日
付
が
あ
る
。
一
通
は
最
澄
か
ら
贈
ら
れ
た
和
韻
の
詩
に

對
す
る
十
二
月
十
六
日
付
の
禮
狀
、
あ
と
一
通
は
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）

十
二
月
、
高
野
山
か
ら
某
人
に
あ
て
て
出
さ
れ
た
書
狀
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
、「
雪
寒
し
」
は
鼕
の
季
語
で
あ
り
、「
答
書
」
が
弘
仁
四
年
十
一

月
末
に
書
か
れ
た
こ
と
は
動
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

後
世
竄
入
說　
「
釋
理
趣
經
一
卷
」
を
後
世
の
竄
入
と
み
な
す
說
が

な
り
た
た
な
い
こ
と
は
、
別
に
述
べ
た
の
で
詳
述
し
な
い
が
、
一
言
だ

け
申
し
て
お
き
た
い
。
竄
入
說
を
最
初
に
だ
さ
れ
た
高
木
訷
元
先
生

は
、
空
海
あ
て
書
狀
と
泰
範
あ
て
書
狀
「
久
隔
帖
」
は
、
と
も
に
十
一

月
二
十
五
日
付
で
あ
り
、
貞
聰
が
高
雄
山
寺
に
屆
け
た
。
し
か
も
、
二

通
は
同
じ
趣
旨
の
書
狀
と
み
な
さ
れ
た
。は
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
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二
通
に
は
大
き
な
ち
が
い
が
認
め
ら
れ
る
。
空
海
あ
て
に
は
典
籍
を
借

覽
し
た
い
と
い
い
、
泰
範
あ
て
に
は
空
海
に
內
容
を
聞
い
て
敎
え
て
ほ

し
い
と
い
う
。
ま
た
、
空
海
あ
て
に
は
借
覽
し
た
い
理
由
は
何
も
記
さ

れ
ず
、泰
範
あ
て
に「
和
韻
の
詩
を
作
り
た
い
の
で
」と
あ
っ
た
。
も
し
、

二
通
と
も
同
日
の
も
の
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
ち
が
う
內
容
な
の
か
、
が
問

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
通
の
あ
い
だ
に
二
日
の
隔
た

り
が
あ
っ
た
と
み
な
せ
ば
、
こ
の
ち
が
い
が
說
明
で
き
よ
う
。
高
木
先

生
は
「
和
韻
の
詩
を
作
ら
ん
と
す
る
友
情
溢
れ
る
も
の
で
あ
り
、
峻
烈

な
拒
絶
の
返
書
は
相
應
し
く
な
い
」
と
い
わ
れ
る
が
、
二
十
三
日
付
の

書
狀
だ
け
を
受
け
と
っ
た
時
點
で
、
空
海
が
は
た
し
て
好
意
溢
れ
る
書

狀
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
否
と
い
い
た
い
。
何

よ
り
も
、
氣
が
か
り
な
點
は
、
最
澄
が
追
而
書
で
「
弟
子
の
志
、
諸
佛

の
知
る
所
な
り
。
都
べ
て
異
心
無
し
。
惟
み
る
に
、
棄
舍
す
る
こ
と
莫

く
ん
ば
、
弟
子
幸
甚
な
り
。」
と
記
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
棄
舍
す

る
こ
と
な
く
ん
ば
」
を
、
高
木
先
生
は
「
こ
の
願
い
を
お
聞
き
と
ど
け

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
譯
さ
れ
る
。
私
は
文
字
ど
お
り
「
見
舍
て
な
い
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
解
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
ま
え
半
分
に
、
さ

き
に
問
題
と
し
た
正
月
十
八
日
付
の
手
紙
と
一
脉
通
じ
る
も
の
を
感
ず

る
か
ら
で
あ
る
。
や
は
り
、「
私
に
は
ふ
た
ご
こ
ろ
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

何
と
ぞ
見
舍
て
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
」
は
、
尋
常
な
こ
と
ば
と
は
い

え
な
い
の
で
あ
る
。

救
い
の
手　

い
ま
一
つ
、
重
要
な
こ
と
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、「
答
書
」
の
苛
烈
な
こ
と
ば
だ
け
が
註
目
さ
れ
、
き
っ
ぱ
り
と

拒
絶
し
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
空
海
は
、
ち
ゃ

ん
と
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
答

書
」
第
四
段
で
、
學
ぶ
も
の
は
多
い
け
れ
ど
も
、
實
際
に
身
を
も
っ
て

修
さ
な
け
れ
ば
益
な
き
こ
と
、
實
修
實
行
す
れ
ば
、
誰
で
も
た
だ
ち
に

密
敎
の
修
行
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
、
實
修
實
行
こ
そ
が
佛
衟
體
得
の

近
衟
で
あ
る
と
說
か
れ
る
。
つ
い
で
、
第
五
段
で
は
、
祕
密
の
法
門
は

未
入
壇
の
者
に
、
み
だ
り
に
傳
授
す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
、
佛
戒
を
守
り
、
敎
え
の
ご
と
く
實
修
す
る
な
ら
ば
、
大
日
如
來

の
五
智
の
密
印
を
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
し
て
や
『
理
趣
釋
經
』

の
貸
與
も
、
ま
た
祕
旨
の
傳
授
も
叶
え
ら
れ
る
こ
と
を
、

子
（
な
ん
じ
）、
若
し
三
昧
耶
を
越
せ
ず
し
て
、
護
る
こ
と
身
命
の

如
く
し
、
堅
く
四
禁
を
持
つ
て
愛
す
る
こ
と
眼
目
に
均
し
く
し
、

敎
の
如
く
修
觀
し
、
坎
（
か
ん
）
に
臨
ん
で
績
有
ら
ば
、
則
ち
五

智
の
祕
璽
、
踵
を
旋
ら
す
に
期
し
つ
可
し
。
況
ん
や
乃
ち
髻
中
の

明
殊
、
誰
か
亦
祕
し
惜
し
ま
ん
。

と
記
す
。
つ
ま
り
、
傳
法
灌
頂
の
受
法
も
『
理
趣
釋
經
』
の
貸
與
も
、
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あ
な
た
の
心
が
け
次
第
で
あ
る
と
云
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

「
答
書
」
全
體
を
通
覽
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
弟
子
に
對
す
る
き
わ

め
て
濃
や
か
な
慈
愛
に
み
ち
た
敎
導
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
こ
と
で

あ
る
。

お
わ
り
に

紙
數
を
大
幅
に
超
え
て
し
ま
っ
た
。
最
後
に
、
二
人
の
密
敎
觀
と
密

敎
受
法
に
た
い
す
る
見
解
の
相
違
を
み
て
お
き
た
い
。

二
人
の
密
敎
觀　

最
澄
の
密
敎
觀
は
、
天
台
法
門
と
眞
言
法
門
と
の

あ
い
だ
に
優
劣
を
み
と
め
な
い
圓
密
一
致
の
立
場
で
あ
り
、
密
敎
受
法

の
方
法
は
筆
授
、
師
に
つ
か
な
い
で
經
典
を
書
寫
し
讀
解
す
る
だ
け
、

つ
ま
り
獨
學
で
も
可
能
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
。
圓
密
一
致
の
立
場
は
、

弘
仁
三
年
（
八
一
二
）
八
月
十
九
日
付
の
空
海
あ
て
書
狀
で
「
一
乘
の
旨
、

眞
言
と
異
な
る
こ
と
な
し
。」
と
い
い
、
同
七
年
（
八
一
六
）
五
月
一
日

付
の
泰
範
あ
て
書
狀
に
「
蓋
し
劣
を
舍
て
て
勝
を
取
る
は
世
上
の
常
理

な
り
。
然
る
に
法
花
一
乘
と
眞
言
一
乘
と
、
何
ぞ
優
劣
有
ら
ん
や
。」

と
記
す
と
こ
ろ
に
。
一
方
、
密
敎
受
法
の
方
法
に
つ
い
て
は
、「
答
書
」

を
は
じ
め
、
空
海
か
ら
再
三
に
わ
た
っ
て
非
法
の
傳
授
「
越
三
昧
耶
」

の
忠
吿
が
發
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、竝
び
に
弘
仁
七
年
に
書
か
れ
た『
依

憑
天
台
集
』
序
で
、
最
澄
が
「
眞
言
家
は
筆
授
の
傳
授
を
泯
す
」
と
書

い
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
對
し
て
、
空
海
は
佛
法
に
顯
密
二
敎
の
別
あ
り
と
さ
れ
、
眞

言
ひ
と
り
を
密
敎
と
し
、
天
台
法
門
は
四
家
大
乘
の
一
つ
で
あ
り
顯
敎

に
屬
す
る
と
み
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
密
敎
受
法
の
方
法
に
つ
い
て
は
、

面
授
の
立
場
を
つ
よ
く
主
張
さ
れ
た
。「
信
滿
至
っ
て
」
の
書
狀
に
「
手

を
握
り
て
契
約
し
、
口
に
傳
え
て
心
に
授
く
る
こ
と
を
期
す
の
み
。」

と
い
い
、「
答
書
」
で
も
「
祕
藏
の
奧
旨
は
文
を
得
る
こ
と
を
貴
し
と

せ
ず
。
唯
心
を
以
っ
て
心
に
傳
ふ
る
に
在
り
。」
と
面
授
を
强
く
主
張

さ
れ
、
非
法
の
傳
授
を
語
氣
を
つ
よ
め
て
誡
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
十
二
月
、
最
澄
は
空
海
の
「
中
壽
感
興
詩
」

に
た
い
す
る
和
韻
の
詩
を
贈
っ
て
お
ら
れ
る
。
う
が
っ
た
見
方
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
れ
は
、
態
度
を
硬
化
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
空
海
が
、
心
を

改
め
て
く
れ
る
こ
と
に
一
縷
の
望
み
を
た
く
し
た
、
最
澄
の
大
芝
居
で

は
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
空
海
に
和
韻
の
詩
を
贈
っ

て
い
る
こ
と
は
、
一
見
ふ
た
り
の
交
友
が
う
ま
く
運
ん
で
い
る
か
に
み

え
る
け
れ
ど
も
、
最
澄
は
同
年
十
一
月
二
十
三
日
付
の
書
狀
の
追
而
書

で
、「
弟
子
の
志
、
諸
佛
の
知
る
と
こ
ろ
、
都
て
異
心
な
し
。
惟
う
に

棄
舍
す
る
こ
と
な
く
ん
ば
、
弟
子
幸
甚
。」
と
か
き
、「
見
舍
て
な
い
で
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い
た
だ
き
た
い
」
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
さ
き
に
問
題
と
し
た
正

月
十
八
日
付
の
手
紙
と
一
脉
通
じ
る
も
の
を
感
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
五
期
に
あ
た
る
弘
仁
五
年
以
降
は
、
空
海
の
督
促
に
も
と
づ
き
借

覽
し
て
い
た
典
籍
を
返
却
し
た
と
き
の
メ
モ
の
よ
う
な
書
狀
が
二
通
の

こ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
、
最
澄
が
空
海
に
密

敎
に
た
い
す
る
疑
義
を
質
し
た
り
敎
示
を
お
願
い
し
た
り
で
き
る
狀
況

で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
あ
げ
た
『
依
憑
天
台
集
』

序
の
「
眞
言
家
は
筆
授
の
傳
授
を
泯
す
」
か
ら
も
、
こ
の
推
測
が
裏
付

け
ら
れ
よ
う
。

最
澄
と
空
海
、
二
人
の
交
友
は
、
そ
の
絶
頂
期
と
も
み
な
さ
れ
る
弘

仁
三
年
末
の
高
雄
の
灌
頂
直
後
か
ら
同
四
年
は
じ
め
に
か
け
て
、
微
妙

な
意
識
の
ズ
レ
が
生
じ
、
お
そ
ら
く
一
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
修
正

不
可
能
な
ま
で
の
大
き
な
溝
と
な
っ
て
い
っ
た
の
は
な
か
っ
た
か
。
そ

の
破
局
を
む
か
え
る
最
大
の
契
⺇
と
な
っ
た
の
が
、
外
で
も
な
い
、
弘

仁
四
年
十
一
月
に
書
か
れ
た
空
海
の
「
答
書
」
で
あ
っ
た
、と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
見
、
悲
慘
な
結
末
に
む
か
う
わ
け
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
訣
別
を
バ
ネ
と
し
て
、
弘
仁
五
年
以
降
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
獨
自

の
衟―

最
澄
は
天
台
法
門
を
、
空
海
は
真
言
法
門
を
わ
が
國
に
弘
め
定

着
さ
せ
る
運
動―

を
步
み
は
じ
め
る
の
で
あ
っ
た
。

【
參
考
文
獻
】

１
、
三
浦
週
行
『
傳
敎
大
師
傳
』
一
九
二
一
年
三
月
、
平
安
考
古
會
。

２
、
加
籘
精
神
「
傳
敎
弘
法
兩
大
師
の
理
趣
釋
經
問
題
に
つ
い
て
」『
ピ
タ

カ
』
第
三
年
第
一
號
、
一
九
三
五
年
一
月
。

３
、
財
津
永
次
「
風
信
帖
拾
遺
」『
田
山
方
南
華
甲
記
念
論
文
集
』
同
論
文

集
刋
行
會
、
一
九
六
三
年
十
月
。

４
、
川
崎
庸
之
①
「『
傳
敎
大
師
消
息
』
に
つ
い
て
」『
田
山
方
南
華
甲
記
念

論
文
集
』
同
論
文
集
刋
行
會
、
一
九
六
三
年
十
月
。

②
「
最
澄
と
空
海―

弘
仁
七
年
か
ら
同
十
二
年
に
い
た
る
時

期
を
中
心
に―

」『
思
想
』
第
六
三
一
號
、
一
九
七
七
年

一
月
。

③
「
傳
敎
大
師
と
弘
法
大
師
と
の
交
友
に
つ
い
て
」
中
野
義

照
編
『
弘
法
大
師
空
海
硏
究
』、
一
九
七
八
年
三
月
。

５
、
赤
松
俊
秀
①
「
空
海
と
最
澄
の
交
際
に
つ
い
て
」『
佛
敎
藝
術
』
第

五
七
號
、
一
九
六
五
年
三
月
。

②
空
海
と
最
澄
の
決
別
に
つ
い
て
」『
密
敎
學
密
敎
史
論
文

集
』、
一
九
六
五
年
十
二
月
。

③
「
最
澄
と
空
海
」『
大
谷
學
報
』
第
五
三
卷
第
二
號
、

一
九
七
三
年
八
月
。

④「
空
海
と
最
澄―

高
雄
山
寺
を
め
ぐ
っ
て―

」『
佛
敎
藝
術
』

第
九
二
號
、
一
九
七
三
年
六
月
。

６
、
勝
野
隆
信
『
比
叡
山
と
高
野
山―

最
澄
と
空
海
を
中
心
と
し
て―

』

一
九
六
六
年
十
一
月
、
至
文
堂
。
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７
、
高
木
訷
元
①
「
空
海
と
最
澄
の
交
友
に
つ
い
て
」『
高
野
山
大
學
論
叢
』

第
三
卷
、
一
九
六
八
年
三
月
。

②
「
傳
空
海
書
狀
に
つ
い
て
」『
ヴ
ァ―

ダ
』
第
一
二
號
、

一
九
六
八
年
十
月
。

③
「「
理
趣
釋
」
の
請
借
傳
承
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」『
中

川
善
敎
先
生
頌
德
記
念
論
集　

佛
敎
と
文
化
』、
一
九
八
三

年
三
月
。

④
「
空
海
と
最
澄
と
の
交
わ
り
」『
論
集　

日
本
佛
敎
史
』、

一
九
八
六
年
六
月
。

⑤
『
弘
法
大
師
の
書

』
一
九
八
一
年
四
月
、
法
藏
館
。

⑥
「
圓
澄
和
上
受
法
啓
狀
」
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」『
密

敎
文
化
』
第
一
九
一
號
、
一
九
九
五
年
六
月
。

⑦
『
空
海
と
最
澄
の
手
紙
』（
改
訂
版
）
一
九
九
九
年
五
月
、

法
藏
館
。

８
、
秋
宗
康
子
「
最
澄
と
空
海
の
徃
復
書

に
つ
い
て
」『
大
葉
田
淳
敎
授

退
官
記
念　

國
史
論
集
』、
一
九
七
〇
年
十
一
月
。

９
、
小
野
勝
年
「
空
海
・
最
澄
交
友
考―

と
く
に
風
信
帖
と
久
隔
帖
を
め
ぐ

っ
て―

」『
龍
谷
大
學
論
集
』
第
三
九
四
號
、
一
九
七
〇

年
十
二
月
。

１
０
、
眞
保
龍
敞
「
理
趣
釋
經
等
策
子
に
つ
い
て
」『
智
山
學
報
』第
二
七
輯（
通

卷
四
一
號
）、
一
九
七
八
年
三
月
。

１
１
、
飯
島
太
千
雄
「
尺
牘
に
見
る
空
海
・
最
澄
の
交
際
の
軌
跡
」『
書
品
』

第
二
六
八
號
、
一
九
八
二
年
十
月
。

１
２
、
木
內
堯
央
「
最
澄
と
空
海
」
同
著
『
天
台
密
敎
の
形
成―

日
本
天
台
思

想
史
硏
究―

』、
一
九
八
四
年
四
月
。

１
３
、
上
山
春
平
「
空
海
と
最
澄
の
交
通―

兩
法
師
尺
牘
の
背
景―

」『
學
叢
』

第
九
卷
、
一
九
八
七
年
三
月
。

１
４
、
佐
伯
有
淸
『
最
澄
と
空
海―

交
友
の
軌
跡―

』
一
九
九
八
年
一
月
、
吉

川
弘
文
館
。

１
５
、
西
山　

厚
「
最
澄
と
空
海
の
交
流
」『
中
外
日
報
』
第
二
五
九
四
四
號
、

一
九
九
九
年
八
月
。

１
６
、
武
內
孝
善
「
空
海
と
最
澄
の
交
友―

訣
別
に
い
た
る
過
程
を
中
心
に―

」

同
著
『
弘
法
大
師
空
海
の
硏
究
』、
二
〇
〇
六
年
二
月
。

１
７
、
八
木
高
秀
「
空
海
の
生
涯
に
お
け
る
精
神
乁
び
社
會
活
動
の
週
期
的
變

動―

空
海
の
病
跡
（
雙
極
性
障
害
と
の
關
連
）―

」『
空

海
硏
究
』
第
二
號
、
二
〇
一
五
年
三
月
。

　

付
記
。
本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
た
早
稻
田
大
學
東

洋
哲
學
會
第
三
十
三
囘
大
會
に
お
い
て
行
っ
た
、
本
稿
と
同
題
の
講
演
に
基
づ

い
て
い
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
最
澄
・
空
海
の
交
友
曲
線
、
理
趣
釋
經
、
高
雄
の
灌
頂
、

密
敎
受
法
の
方
法
、
密
敎
觀
の
相
違




